


心 の 糧
七十人最高評議員会会長

Ｓ・デ ィル ワー ス ・ヤ ング

この世 の父親 とい うものは， 自分 の子供 たちに対す る愛を 自分ので きる限 り， こ

の世で の便宜をはか ってや ることによって示す。 それ に比べて， キ リス トの愛は，

何 と偉大で あろうか。私 た ちが， この世 の成長だ けで な く，救 い，昇栄，永遠 の生

命 とい う，主 のお与え にな った ものを受け入 れ ることによ り， キ リス トは私 たちの

父 とな られ るので ある。 キ リス トは，その福音 で，天 の驚異 の傍観者 と してではな

く， その創造者 となる機会を私 たち に提供 してい る。私 たちは天上でそ の機会を喜

ぶ，が い旋 の歌を歌 うので ある。その御計画 は，極 めて簡素で あ り， また荘大で あ

る。

１．主 イエス ・キ リス トを救 い主 と して受 け入れ， その聖 な るみ名を信 じ， 自 ら

の罪 を悔 い改 める。

』
２．主 との聖約 として，神 の神権 を持つ者 の手 によるバ プテス マの儀式 を受 け入

れ る。 バプテ スマは，主 の死 と復活 の象徴で ある。

３．主 よ り権能 を与 え られた者 によ り，聖霊 の賜を受け る。

４．聖 な る神権 を受 け， それ を尊ぶ。

５。主の簡明な戒めを守 る。
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今月の表紙は，初めて，特に鼓会の子

供たちのために描かれたものである＝ジ

ェ リー ・ハース トン氏によるこの鞍は，

最初，フレンド（教会の子供用芙文雑誌）

の表紙に掲載された。これに斐する記事

は，巻頭の，Ｎ ・エル ドン・タナー副管

長の 「祈 りの重要性と効駐 を参照のこ

と。
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祈 りの

重要性 と効用
Ｎ・エ ル ドン・タ ナー第 二 副 管 長

話を始めるにあたり，天父の導きがあるよう心か

ら謙遜 に祈 っている。

学校に通 う少年時代，私は次の有名な言葉に深い

感銘を覚えた。

「この世 が夢見 るよ りも，

祈 りは多 くを もた らした 。」

一 アル フレ ッ ド・ロー ド・テニ ソン

「アーサー王の死」

恐 らく私が感銘を うけたのは，毎 日朝な夕な個人

的にまた家族で祈 りをささげる家庭に育ったからに

違いない。また種々の時期，種々の機会に，私の祈

りがこたえられたか らに違いない。主に呼び求める

ことができ，その主は文字通 り天父であって私に心

を寄せたまい，私の言うことをお聞きになって祈 り

にこたえてくださるのを知っていたこと．は，たとえ

ようもない安心感を私にもたらして くれた。私にと

ってこの知識は常に大きな慰めの源であった。 この

知識は私が最 も必要な時に確信と力を与えて くれ，

選択の力を与えて くれ，かつ私が他の方法ではなし

得なかった決定を，確信をもってなさしめて くれた

のである。 これ らのことを経験 し，また神の導 きの

必要を感 じていたので，私はいつも力を尽 して知恵

と導きを得たいと願い，またそれを求めてきた。

幼い頃，私の家ではいつも祈っていたので，．世の

人々は，皆自分と同 じ信仰をいだき，同じように天

父なる神に祈っているのだと自然に考えていた。だ

が成長するにつれ，大ぜいの人々が導きを求めて祈

りもせず，受けている恵みに感謝 もせず，食事時に

口にする食物に感謝の言葉も述べていないのを知っ

た。さらに次のことを知るに及んで，一層心に衝撃

を覚えた。それは，多 くの人々が，神を信 じること

さえもせず，従って神に信仰をもたず，また神は人

格を有する存在者で文字通りわれわれの天父であら

れ，われわれはその天父の子供であり，天父はわれ

われの祈 りに耳を傾けてそれにこたえてくださるこ

とを理解 していないことである。

私は，この大切な教えを教えてくれた両親に，い

つも感謝せずにはおれない。私の父は主とどのよう

に話すかを本当に知っていて，子供であ る私 た ち

に，主を確かな存在者 として身近に感 じさせて くれ

た。父はよく朝に次のように祈った。 「私たちが勤

めに出る時に，主の祝福があって，私たちが正 しい

ことをなせるよう，またこよい家に戻った折，その

ことを主に報告できるようになさしめたまえ」と。

私はその祈 りについてよく考えることがある。ま

たそれは私にとってなんと有益なことであろうか。

もし誰もが，昼の間働 く時に，そのような思いを心

にいだき，夜家へ戻ってから，その日になした事柄

を主に申し開きするのだと悟 ったなら，悪に対 して

強い力で立ち向い，善を一層大きな力で押 し進める

ことができるであろう。

主は，両親が，子供に祈 りを教え，主の前に正 し

く歩むことを教えるよう勧めておられる。 （教義と

聖約６８：２８参照）子供たちに次のように教えること

が，子供たちに対する最 も大切な務めである。それ
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３３８

は，子供たちは天父の霊の子であって，その父なる

神は実在 してお られ，ご自分の子らに大きな愛をお

もちになり，霊の子 らが成功するように望んでおら

れ ること。また他のいかなるものよりも，父なる神

に信仰を置 くことが一層力と成功，幸福を得るもの

であると悟 って，天父に感謝を表わす祈 りを さ さ

げ，導 きを求めるよう教えることである。

両親 として，子供たちを模範によって教え，神に

対する信仰の価値を，われわれの生活の中で実際に

祈 りがきかれることを通 して子供たちに示さなけれ

ばならない。神を知ることを学ぶ とい う特権や，今

日の問題に対処するため，主に頼って必要な慰めや

力や導きを得ることを学ぶという素晴 しい祝福を，

子’供たちか ら取 り上げてしまうのはなんと悲 しむべ

きことではなかろうか。 また子供たちが，あらゆる

ものが神か ら来たり，祝福を受けるにふさわしくあ

るよう願 うことを，親か ら教えられないことも同時

に悲 しむべきことである６

皆さんは，イエスがいやされた十人のらい患者の

話を覚えているであろう。一人の者が感謝を述べに

来た時に，救い主はこう言われた。 「きよめられた

のは，十人ではなかったか。ほかの九人はどこにい

るのか。神をほめたたえるために帰ってきたものは

この他国人のほかにはいないのか。」（ルカ１７：１７－

１８）忘恩の罪は大きい。

われわれは， 自分が受けている祝福に感謝 し，自

分 に必要なものを祈 り求める時に，われわれの信仰

や祈りを必要 としている人がいることに気づいて，

われわれの祈りがきかれるよう主を助けねばならな

い。貧 しき者や病める者，助けを必要 としている者

を神が祝福 して下さるよう祈 る時，また悲 しむ者を

慰めて下さるよう祈 る時，われわれはその言葉にし

たがって，行ないを示 し，隣人に活発に奉仕 し，必

要 とすることに力を貸 してやらねばならない。主は

われわれを通 してその目的を果たされるのであり，

われわれは，自らが祝福される時，次には他人を祝

福 してやらねばならない。

私は自分の家族で素晴 しい経験をした こ とが あ

る。ある晩，家族の祈 りで主に呼びかけたあと，娘

の一人がこう言った。 「お父さん，私たちは本当に

た くさんのお恵みや，感謝 しなければならないもの

を受けているわ。 もっと祝福 してくださるように神

様 に祈ったらいいのかしら，それとも，受けている

ものに感謝 して，今いただいている祝福にふさわ し

、

い者でいられるように神様の助けを求めたらいい○

か しら。」 天におられる父なる神が， われわれに是

えず注がれるあらゆるものを受けるのに，自分をふ

さわ しくあらしめることの大切さを強調 したい。

すべてのことがうま くゆき，祝福され，成功 して

いると感 じる時は，祈りや感謝をささげることは容

易である。主に対する真 の愛 と感謝は，ちょうどヨ

ブと同じように，ほとんど堪えられそうもない試練

や苦難に直面 した時にたあされる。ヨブはそれでも

主に感謝 し，主をたたえ，心か ら謙遜にかつ純真に

「わたしは知 る，わたしをあがなう者は生 きておら

れる」と呼ばわったのである。 （ヨブ１９：２５）

天の父なる神は，われわれに必要な物を，われわ

れよりもよくご存 じである。天父はわれわれにとっ

て良き物が何であり，更に進歩 し成長するのに，打

ち勝つ必要のある物が何であるかをご存 じである。

主溶われわれになさるすべてのことが，最後にはわ

れわれの九めになるという信仰 と確信をもって，あ

らゆることに主のみ心を受け入れるよう学ばねばな

らない。

私は自分の娘とその夫が，子供が白血症をわず ら

った時に示 した態度に心か ら感動を覚えたことがあ

る。医者か らは，その子があと１， ２年以上は生き

られないだろうと宣告された。このことが二人にと

ってどれ程大きな衝撃であったか，また二人が神殿

に参入 して，断食 し， この子が良 くなるようにどれ

程嘆願 したか，今で も覚えている。最も印象深いの

は，次の言葉で二人の祈 りが閉 じられた こ とで あ

る。 「われわれの思いのままにではな く，主のみ心

のままになされるよう。そして主のみ心を受け入れ

られるようわれわれを強 くあらしめたまえ」と。

（ルカ２２：４２参照）

その子は医者が予測 したよりも長生きしたが，と

うとう天の家に召された。そのおりにこの子の両親

が，少 しで も長いことその子を養育できた特権を主

に感謝 し，その子が本当に愛 らしかったので，次の

世でまたもう一度その子に会い，共に住あるよう，

自分たちをふさわ しくあらしめたまえと主に願い求

める祈 りを聞いて感動を押さえ得なかった。

よくあることだが，物事がその通り進まず，思っ

たように運ばず落胆することがある。 しかしその時

こそ，一人，主のみ前にぬかずいて，心から謙遜に

ひざまずき，一つ一つ主の祝福を数えあげてそれに

感謝 し，またその祝福を受けるにふさわ しくあらし



めた まえ と祈 ることによ り，大 いなる慰め と勇気，

力 と幸福 を得 られ るのである。主が どれ程 多 くの 尋

とをな されたか， またその多 くの恵みを数え るのに

長 い時間かか るのを知 って驚 くことで あろう。

落胆 し， 困難 にあ うまで祈 りを待 って は な ら な

い。 われわれは， しば しば祈 り， あらゆ る良 きこと

のため祈 るよ う教え られてい る。 アダ ム以来 すべて

の予言者が， またイエス ・キ リス トで さえ，天父 に

呼 び求 めるため祈 り願 う必要 を感 じられ た の で あ

る。世界中， あらゆ る職 業で高 い地位 につ いている

人 々は主 の導 きを嘆願 して きた。 また至高者 として

そ の聖 なる力を認 め ることによ り， それ らの人 々は

一層大 きな力を得て きたのである
。

例 を あげれば，アメ リカのほ とんどの大統領 は，

主 に呼び求 め る必要性 を悟 り， アブ ラハム ・リンカ

ーン大統領 が言 ったよ うに
，多 くの機会 に，祈 るよ

う国民 に呼びか けた。 リンカーン大統領は こう言 っ

てい る。 「私 は どこへ も行 きようのな い堪え難 い気

持 にか りたて られて幾度 もひ ざまずいて祈 った。 １

日を過 ごす にあたって，私の知恵やまわ りの もので

は不充分 に思われた ので ある。」

電信 の発明者で あるサ ミュエル ・Ｆ ・Ｂ ・モ ール

スは言 って いる。 「行 くべ き道がは っきりと見 えな

い時は，いつ もひ ざまず き，光 と悟 りを受 けるため

祈 った」 と。

宇宙飛行 士 ゴー ドン ・クーパーが，地球 の周 りの

軌 道をめ ぐりなが らささげた，簡潔で素晴 しい祈 り

が記録 されてい る。 「み父 よ，感謝 します。特 にこ

の機会 があ って飛べ ることを。 このよ うな素晴 しい

場所 に きて， み父が創造 され た驚 く程 に素晴 しい多

くの物 を目にす る ことがで きて感謝 します。」

謙遜 で偉大 な人 々の言葉は，祈 りとな って天父の

み もとにはて しな くあげ られ，あ るものは最 も麗 し

い文学 にさえな ってい る。人は誰 で も生涯 の うちに

自分以外 の助 け手を必要 と感 じる時がある。早 くか

らいか に祈 り，何に祈 るか学 ぶ者 は， それ を教 え ら

れ もせず信 じも しない人々よ り，祈 りが力 ある もの

で あることを， どれ程 多 く学ぶ ことであろ うか。

先 ごろ私は １通 の手紙 を受 けとった。筆者 はそ の

中で，教 会で大 きな責任 を もっている人 のことにふ

れ，やや批難 めいて皮 肉混 じりに こう言 っていた。

「今
，本 当に助 けを必要 として いる子がい るんです

よ」 と。

それを読 みなが ら，私 は，われわれすべてが助 け

と導 きを必要 としていることが どれ程真実で あるか

考 え させ られ た。 また， もし必要 とす る助けの度 合

いに違 いがあ るとすれ ば，責任が増す ごとにその度

合 い も増 し， 自分 のみで はな く他人 にも責任 のあ る

地位 が重 くなる程増 してゆ くように思われた。謙遜

な人程，共 に交 わ り働 くことを許 されてい る人 々の

愛 と信頼 を，一層勝 ち得て楽 しめ るも の だ わ か っ

た。

両親が毎 日朝晩子供 たちを呼び集 め，一人一人 に

主 に祈 る特権を与え， 家族 が受 けてい る多 くの恵 み

を家族全員のため に感謝 させ，誰 か個人 にまた家族

全体 にかかわ る問題のために祈 らせ，夜帰 った ら主

に報告す ることを覚 えて，朝 その導 きを求めて祈 ら

せ る，それは きわめて大切 な ことで ある。

天 父は祈 りを聞 きそれ に こたえ られ るとい う確か

な知識 をいだいて， この世 の両親がす るように，天

父に呼び求 め るよ う早 くか ら子供 に教えねばな らな

い。 ヒュー ・Ｂ ・ブラウン長老 のお母 さんが，彼が

２０歳位 の時，伝道 に出 るお りに励 ま し与えた話に，

私 はいつ も感動 させ られ る。お母 さんの励 しの言葉

とは，

「ヒ
ュー， お前 は小 さい時の ことを覚えてい るで

しょう。 お前 はよ く夜 こわい夢をみて驚いて目をさ

ます と， お前のへやか ら 「お母 さんい る」 と声 をか

けたわね。私はそれに こたえ， お前 を慰 めて， こわ

さを しずめてあげた もので した。 お前 は世間 に出て

こわい と思 った り， 自分 が弱 い と思 ったり，悩む時

があ るで しょう。 その時 は， お前が小 さい時 に私を

呼んだよ うに， 『お父 さん， お られ ますか，助 けそ

下 さい」 と天父 に呼 びか け られ ることを知 っていて

欲 しい と思 います。 また，お父 さん は確 か にお られ

て， もしあなたが 自分 のなすべ きことを果 た し，主

の祝福 を受 けるにふ さわ しい生 活をす るな ら，天父

はあなたを助 ける用意を してお られ るとい う確信 を

もって そう して欲 しい と思います。」（１９６９－７０年用

「家 庭の夕べ」 のテキス トの中 の「伝道 に参加す る こ

．と」を参照 の こと）

も し，まだよ くわかっていない とすれば，われわ

れ皆が，祈 りとは，天父 との間を活気 に満 ちて，生

き生 きと結 びつけて くれ る鎖 の輪で あり，われわれ

の生活 に意味 と目的 を与 えて くれ るもので あるとい

うことを， また，永遠 の幸福 と進歩 とは，神 を主 と

す る人 々にのみ もた らされ るものであ ることを見 い

出 され るよ う祈 ってや まない。
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愛 する教鵠 そして非搬 員の
皆 さん，私 も皆 さん も共 に主 の

みたまの導 きがあ って， これか ら私が

話す間お互いに啓発 され るよ う祈 って

い る。それは，主 が今 日の時代 につ い

て，我 々が陥 る状態 や，近 い将来 に起

こるべき ことを弟子 たちに話 された。

その ことが らを皆 さんの前 に引用 した

い と思 ってい るか らで ある。

「光 はやみの中 に輝 いて いる
。そ し

て，やみは これを悟 らなか った。」 （ヨ

ハ ネ １ ：５欽 定訳 よ り和訳） とイエ ス

の愛 した弟子 は しるしてい る。

この聖 句が私 の心 に浮か んだ のは，

前 国連総 会代表 であったチ ャールズ ・

Ｈ ・マ リク博士 の言葉 を読 んだか らで

あ るが， マ リク博士 は今 日何が必要か

につ いて次 のように述べてい る。それ

は 「真 に万人 に共通なお とずれや，偉

大 に してすば らしい理想像 が現 われ る

こと。また英雄的な使命 に こたえる と

い う態度が求め られている。 ……現今

の状 態は， すべ てのものが終 りの さば

きにあ う様相 を呈 して いる。す なわち，

人 の命， 人の価値，文化，我 々が属 し

て いる文明全体 の活力 など， あらゆ る

ものが はか りにかけ られてい るのであ

る。」

Ｆまことに末 の 日の感 がす る
。信仰

ある者 は，神 が生 きてお られ，実 に御

自分の創造物 を見守 りたまい，それで

もなお悲 しい思 いを され なが ら人 々を

こら しめ られ るのだ とい うで あろう。」

（演説珠玉集 よ り引用 〔ハーバ ー ・ア

ン ドロー社 １９６４年版〕 Ｐ．４２）

我 々の社会 の悲 しむべ き状 態を分析

したこの言葉を熟考す るな ら，人 は，

今 日この状 態が もた らされたのは，適

切 な導 きが欠 けていたか らで はな く，
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む しろ聞 く耳を持たないがためであ っ

た とい う結論 に達す るであろ う。

けさ私が皆 さんに話 すその目的 は，

この問題 に満 ちた世界 に， ／４０年 もの

間信頼 で きる確 かな光 明が存在 して き

てお り，現 に存在 して いるのを強調す

ることにあ る。 この光 は，従お うとす

るあ らゆ る国，種族， 国語，人 々に喜

び と平安 と幸福を もた らす も の で あ

る。

私 は皆 さん に、わが愛す る救 い主 イ

エス ・キ リス トが，まだ この地上 にお

られプこ時に，今 日我 々がまのあたりに

す る情 況を予見 しか つ予告 したことを

証 す る。 イエスはまたそ の時 に，現在

の我 々の進路 に差 し迫 って くる結果 を

も明 らかにされ，かつそれか ら逃 れ る

道 を も示 され たので ある。

イエスが語 られた ことは，我 々に と

ってきわめ て大切な ことなので， イエ

スは，その記録を， 三つの異 なった聖

典，す なわ ち，聖書 （マ タ イ ２４章参

照），高価な る真珠 （ジ ョセフ ・ス ミ

スの物 語） それ に教義 と聖約 に保存 さ

れた。

イエ スが語 られた時の模様 は この上

もな く印象深 い ものが ある。 イエスが

最後 にエルサ レムか らベ タニヤへ行か

れ る途中，使徒 らとオ リブ山に立たれ

た。す ると，宮 の建物 について石一つ

も残 ることが な くな るとい うイエスの

予言 につ いて使徒 らはイエ スに説 明を

求 めた。 「どうぞ お話 しくだ さい。 い

つ， そんな ことが起 るので しょうか。

あなたが またおいでになる時や，世 の

終 りには， どんな前兆が あ りますか 。」

（マタイ２４：３）

私 は当時 エルサ レムに迫 っていた破

壊 について詳 しく物語 ろうとは思 はな

い。 しか し，現在や将来 の安寧 に関係

してい ることなので，イエスがまたお

いでにな り 「世 の終 り」 がやって くる

前兆 について・イエスが言 われ たことを

私 と共に真 剣に考 えて欲 しい。 これ ら

の出来事 についてイエスはこのように

言 ってお られる。 「……異邦人の時始

まるに及 び，暗 きに坐す る者 の中に光

輝 やき出でん， この光はわが完全 な る

福音 な りとす 。」 （教義 と聖約４５：２８）

さて，今 日の時代 に言 い及 んでいる

この予言は，ユ８２０年春，少年予言者 ジ

ョセブ ・ス ミスに天 父 と御子が お現わ



れになり，光が輝き出でるという事実

によって立証されたのである。それに

続いて， 「キリス トの完全な福音」は

予言者 ジョセブ ・スミスを通 じこの地

上に回復 されたｂ

この偉大な出来事は 「異邦人の時」

の到来を告げるものであり，事実そう

なったのである。すなわち， この最後

の神権時代に，福音は初めにこの地の

ユダヤ人以外の人々にのべ伝えられる

べきものであった。皆さんは，時の絶

頂 には，この福音がまず初めにユダヤ

人，次に異邦人へとのべられたのを思

い起こされるであろう。

ところで，救い主が語 られた言葉に

戻ろう。 「……異邦人の時始まるに及

び，暗きに坐する者の中に光輝やき出

でん，この光はわが完全なる福音なり

とす。されど彼らはその光を受け入れ

ず，そは，彼 ら光を認めざれば，人の

教えの故によりてわれに心を背 くれば

なり。」（教ｉ義と聖約４５：２８－２９）．

今 日この予言が成就されているのは

にがいことではあるが明白である。福

音を告げられた木多数の人々はそれを

拒んでいる。導きとなる光明が存在 し

第 １４１半 期 総 大 会 で の 説 教

ないが ためではな く，人 々がそれを拒

むがゆ えに， この時代の人 々はその進

路 を転 じない限 りは，今 まで もそ うで

あったように，イエスが予見 し予言 し

た災 いを免れ続 けることはで きないの

である。そ こでイエスは言 われた。 そ

の時代 になって福音がのべ伝 え られて

も 「彼 らはその光 （イエス ・キ リス ト

の福音）を受 け入れず 。……われに心 を

背 くれ ばなり」 と。

「……この時 にあた り
，その世 に立

ちて而 も地 に溢 るる懲 しめを見終 りて

後始 めて過 ぎ行 ぐ人 に在 るべ し。 世を

滅 ぼすべ き疫病 ，地 を覆 うべければな

り。

され どわが弟子た ちは，聖地 に立 ち

て （今 しば し前， リ「副管長 が話 され

ている時 このことについて考 えていた

が）動 くことなか るべ し。 され ど悪 し

き人 々の中 には，声を挙げて神をのろ

い死 ぬる者 たちあ らん。

また地震 も至 る所 に起 り多 くの荒廃

は来 らん。 され どなお人 々はわれ に向

いて こころを頑固 に し，互い に剣を執

りて殺 し合 うべ し」 と。

さて （救 い主 は この予言を予言 者 ジ

ョセ ブ ・ス ミスに．繰 り返 され たが）主

な るわれ， これ らの ことを弟子 たちに

語 り し時彼 らこころを悔 ませ り。

さればわれ彼 らに言 え り。汝 らここ

ろを悩ます ことなかれ。 そはすべ て こ

れ らの事起 こる時は，汝 らに為せ る約

束の成 就す るを汝 らの知 ら ん が 故 な

り， と。」 （教義 と聖 約４５：３１－３５）

イエ スは，光 の輝 き初 め ることに再

び言い及んで，弟子 たちに次 のよ うに

予言を続 けられた。

「この光の輝 き初 む る時に起 ること

は，汝 らに示 さん ζす る一つのた とえ

の如 くな るべ し。

汝 ら，いち じくの木 を眺 めて これを

見 るに汝 らの眼 を以 てす。而 して，若

芽萌 え出でてその葉 なお柔か なるや夏

すでに近 しと汝 らは言 う。

人々すべて これ らの こと起 るを見 る

その 日に於 て，誠 にか くの 如 くな ら

ん。その時人 々時す でに迫れ るを知 る

べ し。

お よそわれを畏 るる者 は，来 るべ き

主の大いな る日， すなわち人 の子 の来

る徴 を待ち望 みつつあ らん。

而 して，人々種 々の徴 と驚異 とを見

ん。 これ らの徴 は仰 げば天 にあ り，伏

して見れば地 に示 さるべけれ ばな り。

人 々は，血 と火 と姻 霧 とを見 ん。」（教

ｉ義と聖約４５：３６－４１）

これ らのい くつかの しるしをわれわ

れはすで に目にしてお り， また この後

い くつかの ものを 目にす るであろ う。

イエ スは更に続 けて こう言 われ るか ら

で ある。

「主の 日来 る前
， 日輪 は暗 くな り，

月 は血 と変 り，諸 々の星 は天 よ り落 つ

るべ し。

而 して，残れ る人々は この地 に集 め

らる。 〔主 はオ リブ山 に立たれ るので

ある〕

その時，彼 らわれを求めん。見よ，

われ来 らん。而 して彼 ら，われ能 力≧

大 いなる栄光 の衣 を着 けて天の雲に乗

り，すべて の聖 き天使 らと共 に来 るを

見 ん。而 して， およそわれを油断な く

待 たざ る者 は断 ち切 られん 。」 （教義 と

聖約４５：４２－４４）

だが正 しき者 は断 ち切 られ ることは

ない。福音 を受 け入れ，それ に従 って

生 きる者 に主が なされ た約束 に耳を傾

け よ。
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「されど主の腕の下 らんとする前に，

まず一人の天使 ラ。パを鳴 ｐ響かせん。

然る時は，眠り居たりし聖徒 ら雲の中

にてわれと遇わんために出で来らん。

この故に，汝ら （主の使徒 らをさし

ている）穏かに眠り居たらば 幸 福 な

り。それは汝 ら今やわれを見てわが在

るを知る如 く，汝らはわれに来 りて汝

らの身も霊 も生 き，汝 らの腰い完 うせ

らるべければなり。而 して，聖徒 らは

地の四方より出で来るな り。」（教義と

聖約４５：４５－４６）

われわれは以上ρ言葉か ら，イエス

が再臨なさる前に死 して この世を去ろ

うとも，あるいは生きて この世に留ま

るとも， もし忠実かつ誠実であるなら

イエスの来 る日にイエスと共 にあり，

喜びを得 られると確信できる。

次に，復活せる者がイエスに遇 うた

め出て来たり，イエスの再臨の日にこ

の地に生 きている正 しき者が地の四方

より出で来たる後，

「……主の腕は諸々の国民に下 らん

そ．れよりして主，その足をこの山の上

に置けば山は二つに裂け，地はかなた

こなたに揺れ動き，諸々の天 もまた震

い動かん。

而 して，主声を発すればその声地の

極まで も響きわたりて，世にある諸 々

の国民嘆き悲 しみ， これまでわらいた

る者 もその愚を覚らん。

か くて侮る者は災を蒙 り，嘲る者は

焼きつ くさるべ し。また悪を待ち構え

し者は叩き伐 られて，火た投げ込まれ

ん。」（教ｉ義と聖約４５：４７ｉ５０）

「サタンは縛 られて；人の子らのこ

ころの中に入るべき所を与えられざら

ん。

わが栄光をもて来 るその日に，十人

の処女につきてわが語 りしたとえは成
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就すべし。

賢 くして真理を受け入れ聖霊の導き

に従い騙 されざりし者は，誠にわれ汝

らに告 ぐ，彼 らは伐 られて火に投げ入

れらるることなくその日に堪 う るべ

し。」（教義 と聖約４５：５５－５７）

「賢くして真理を受け入れる者」と

は，福音を聞いてそれを受け入れる者

を指 している。 「聖霊の導きに従い騙

されざりし者」とは，ただに聖霊の賜

物を与えられるだけではなく，その後

だまされることのないよう，聖霊の導

きを受けられるような生活をする者を

指 している。イエスが来られる時に復

活する者であろうと，肉体をもって生

きながらえる者であろうと， このよう

な人々は，キリス トの再降臨の 「大い

なる日に堪える」者 となる。

「地はゆずりとして彼 らに与えられ

彼らは殖え満ちて強 くなり，その子孫

らは罪を犯すことなく育ちて救いに入

らん。

主は彼 らの中に在 りてその栄光は彼

らの上に輝き，主は彼 らの王にして立

法者たるべ し。Ｊ（教義と聖約４５：５８－

５９）

イエ スのこの偉大な予言は，我々の

文明の未来について，マリク博士に関

心を与えた今日の苦境の原因を明らか

にしている。この予言は，イエス ・キ

リス トの回復された福音が，悩める今

日の世界の暗やみを照 し出す確かな光

であるという事実を強めて くれる。予

言者ジョセフを通 して回復 された福音

は， この立派な博士が熱望．して い・る

「偉大にして素晴 しき理 想 像」で あ

る。との福音は 「英雄的な使命にこた

える山ように思われ る。真に万人に共

通なおとずれという課題に充分立ち向

えるものである。それはこの立派な博

士が，今 日世界にと３て必要なものと

主張 しているものである。．末日に関す

るイエスの予言は， 「現今の状態は，

すべてのものが終りのさばきにあの様

相を呈 している。すなわち，人の命，．

人の価値，文化，我々が属 している文

明全体の活力など，あらゆるものがは

かりにかけられている」というマリク

傅士の結論を確かなものにしている。

またそれは今日の時代が，ただ 「末の

日の感がする」以上に，真実末の日で

あると我々に確信を与え，神は文字通

り，「いまして」，「ご自分の創造物」を

見守りたもうておられるという確証を

与えてくれる。

我々が老察してきた以上の聖典が真

実であることを私は証する。以上 の聖

典にあることを述べたのは，神の御子

は，すなわちこの地の，またこの地の

民の創造主であり照い主であること，

御子は世の初あからようつのことを知

りたまい，永遠の真理を語 られたこと

を証する。

完全な永遠の福音が地上にもたらさ

れていることを証する。予言された光

は輝きわたっている。キリス トの再臨

に関する他の多くの予言のしるしは与

え られてきた。また今他のしるしが現

われ，残りのものも差 し迫っている。

神は死にたまわないと証する。神は

導いておられる。神のカー神権は地上

にもたらされている。神のご計画は進

められている。神の 「誓約が ことごと

く果 されるまで，主の永遠のみここ「ろ

は必ずつずけて行なわれ る。」（モルモ

ン８：２２）

以上のことを，私はキリス トの特別

の証 し人 として，イエス ・斗リス トの

み名により，おごそかに証 し奉る。ア

ーメンｏ

→
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山の山上で ｒあなたは姦淫 してはな ら

ない」 （出エジプ ト２０：１４）と大声で

語 られたのをよく知りなが ら，婚前交

渉に何の罪もないと言 ったことに対 し

て， この人は，神の裁きの席でどんな

代価を払わなければな らないことだろ

うか。

家で妻に小言を言ったり，子供を軽

んじたりして，家庭では獣のようであ

りなが ら日曜日に敬慶に教会の責任を

果た し，コーラスで歌い，また主の晩

餐の神聖なしるしを取るように考える

のは，偽善者の心である。

夢中になった女の子が両親をだま し

て，罪に引きずりおろすことしか老え

ていない男の子と大きな罪におちいる

のはやはりうそに始まるものである。

「うそをついて生きてい くことはで

きない」 と１度も自分に語 りかけたこ

とがない くらい魂の死んだ人が一体い

るだろうか。

私たち末日聖徒は神を信 じている。

私たちは神を信 じているので，同時に

悪魔がいることも信じている。 この悪

魔はうそつきであり，さまざまなうそ

の父である。そ してうそをついたり，

だました りする人は，悪魔 の奴隷にな

る。 ／

聖典が次のように記 しているのは，

少 しも不思議なことではない。

「主の憎まれるもρが六つある
，

否，その心に，忌みきらわれるも

のが七つある。

すなわち，高ぶる目，偽りを言 う

舌，

罪なき入の血を流す手，

悪 しき計 りごとをめぐらす心，

すみやかに悪に走 る足，

偽 りをのべる証人，

また兄弟のうちに争いをおこす人

がこれである。」（箴言 ６：１６－１９）

このあとに続 く節で，聖典は上の激

しくほとば しるような言葉に続いて，

もう１つの憎むべ き罪をあげている６ 、

これも決 してうそとごまか しと切り離

すことのできないものである。それは

３４４

快楽を求める性的な罪であり，神はこ

の罪は人の魂を滅ぼすものであると言

っておられる。主は近代の啓示の中で

来たるべき世界の地獄について語 って

おられる。そしてどんな人が苦 しみを

受けるかをあげられた。主 は言 わ れ

た。

「これ らの者たちは偽 りを言う者
，

魔術を行なう者，姦淫を行なう者，娼

婦を買う者，また何人にまれ偽りを好

みてこれを言 う者たちなり。

これらの者は地に於て神の怒りを受

くる者なり。

これ らの者は永遠の火の報いを受 く

る者なり。

これらの者は……地獄に投げ入れ ら

れ，全能の神の怒 りを受けて苦 しむべ

き者なり。」（教義と聖約７６：１０３－１０６）

私たちはほとんど皆，キリス トのみ

名を受け，キリス トの聖いみ名におい

て礼拝 し，クリスチャンであると自称

している。 しか し私たちは本当に心底

からクリスチャンであろうか。私たち

の礼拝は本当にキリス トに受け入れら

れるものだろうか。 これは私たちが本

当にキリス トの戒めを守っているかど

うか問うことによって決めることがで

きる。 もし守っていなかった ら，キリ

ス トの名前を受ける資格があるだろう

か。

ある人が こう尋ねた。 「あなたが法

廷で自分がクリスチャンであることを

証明しなければならないとしたら，あ

なたは何を証拠にあげるだろうか。」

クリスチャンは，偽 りの中には少 し

もキリス トに似た資質がないことを知

らなければならない。偽善の中には一

点の正義 もない。 うその中に良いこと

は全 くない。

もし私たちが正直でなかったら，．私

たちは神の目から見て清 くない。そし

て清 くない者は神のみ前に出られない

ことも私たちは知 らなけれ ば な ら な

い。不正直な慣習に しばしば捕われる

ことは，クリスチャンとしての生活に

背 くことである。キ リズ トに背 くこと

は反キ リス トになることである。私た

ちの中で一体反キ リヌ トになりたい者

がいるだろうか。反キリス トになるこ

とはキリス トに対抗することであり．，

キリス トと戦うことであり，暗黙の中

に不従順になることである。キ リス ト

「と戦 うということは神を私たちの生活

の中か ら追い出す ことであり，さらに

何にも増 して自滅を招 くことである。

人は哲学者ぶって神はいないと言 う

か も知れない。宗教を神話であると言

うかも知れない。そして自分で知的な

ある概念を作 り上げるかも知れない。

しかしこれ らは皆何の役に も立 た な

い。神を消そうとするすべての主張は

空虚な理論を全部合わせても，神の実

在を証明す る証拠の方が遙かに大きく

圧倒的である。ある詩人が歌っている

ように， 「神はいないと言うのは，愚

か者だけである。」

大いなる偉業の行なわれている今日

ほど，私たちの記憶に残っている他の

どの時代よりも神を信 じる根拠がた く

さんある時代はない。すべての探険，

科学上の業績が，また人を月に送り込

んだ ことも，神の実在と神の力を宣言

している。

偶然の中には少 しも精密さがな く，

自然発生の中には少 しも確実性がな

い。 しか しこの宇宙には精密さも確実

性 もある。 これは，偉大な科学者が言

っているように，神の栄光を宣言する

ものである。昔の詩篇の作者も同 じで

あって，次のように大声で歌っている

「地 と，それに満ちるもの…は主のも

のである。」（詩篇２４篇参照）

もし私たちがほんの少 しでも福音に

関心を持つなら，私たちはまこころか

ら実践すべきである。自分をあざむい

て， 自分の無分別の犠牲になることに

何の得 もない。天の王国に救われよう

と思えば，正直に，完全に，そ してま

こころから律法を守 らなければな らな

いことは，非常に単純明快な事実であ

る。子供でも理解できる単純な事実で

ある。気乗 りしない態度はダ主に調和



しない ものであ る。主 はなまぬ るい者

に，お前 を口か ら吐 き出そ うと言われ

た。

主 はなぜ心 をつ くし，勢力を つ くし

思 いをつ くし，体力 をつ くして神 に仕

えな さい， と言 われ たのだ ろうか。

疑 いの心 を以て命令 を受 け，不精不

精 に守 るな ら私た ちは，罪 に定め られ

ると主が言 われた ことを覚 えて いるだ

ろ うか。 （教義 と聖約５８：２９参照）

もし私 たちが本 当にク リスチ ャンに

なろ うと思 えば，私た ちは次の言 葉を

覚 えて守 るはずで ある。

「……祭壇 に供 え物を ささげ ようと

す る場合，兄弟が 自分 に対 して何か う

らみ をいだいてい ることを，そ こで思

い出 した な ら，その供え物を祭壇 の前

に残 して おき，まず行 ってその兄弟 と

和解 し，それか ら帰 って きて，供 え物

をささげ ることに しな さい 。」 （マタイ

５ ：２３－２４）

「何事で も人 々か らしてほ しい と望

む ことは，人々 にもそ のと お り に せ

よ。」 （マタイ ７ ：１２）

「自分を愛す るようにあなたの隣 り

人を愛せ よ。」 （マタイ２２：３９）

また救い主が次の ように言 われた こ

とを思い出すだ ろうか。 「偽 善者 たち

のようにす るな。」 （マタイ ６ ：５）主

はさ らにまた， 「だれ も，ふた りの主

人 に兼ね仕え ることはで きない。 …あ

なたがたは，神 と富 とに兼 ね仕 え るこ

とはで きない。」 （マ タイ ６ ：２４） と言

われた。

また次のよ うな大 切な聖句 もある。

「欺 くことをす る者 は
， わが家 の うち

に住 む ことができません。偽 りを言 う

者 はわが 目の前 に立 つ ことが できませ

ん。」（詩篇 １０１：７）

全能 の神 は， シナイで盗ん ではな ら

ない と命 じられ た時， 同時 に こう言わ

れ た。 「あなたは隣人 について，偽証

してはな らない。」ま た 隣人 の ものを

む さぼってはな らない， と も宣言 され

た。（出 エジプ ト、２０：１６－ １７参照）

近代 の啓示で主 は次の ように力強 く

言われた。 「汝 ら偽 りを言 うなかれ。

偽 りを言いて悔い改むるこころなき者

は捨てらるべ し。」（教義と聖約４２：２１）

・そしてキリス トの教えの重要な部分

として，次のように言われた。 「汝 ら

隣人の悪口を言いまたこれに害を与う

ることなかれ。」（教義と聖約４２：２７）

そして次に全 く違った観点か ら，言

いかえれば，人類にあらゆる不正直に

導 く貧欲を避けるように教えられた反

面， もっと高い次元の道を取るように

強 く勧められた。隣人か ら取る代りに

私たちは与えることを学ばなければな

らない。文字通り良いサマ リヤ人にな

るのである。周囲にいる不幸な人に分

け与え，実際に隣人に愛を示すのであ

る。主は言われた 「…汝ら貧 しき者の

ことを思い起 し，彼らに与えざるべか

らざる扶助のために，…己が財物を神

に奉献せよ。また汝らの財物を貧 しき

者に分ち与うれば汝らこれ を わ れ に

為すなり。……」（教義と聖約４２：３０－

３１）

救い主は罪の大 きな重荷を知 ってお

られた。救い主は私たち１人 １人のた

めにこの重荷をゲツセマネと十字架の

上で負われた。救い主は，罪深い生活

が多大の代価を費やすものであり，み

じめなものであることと，罪悪が決 し

て幸福をもたらさないことを知ってお

られた。救い主は私たちに軽い重荷を

負うように，むしろ喜びと救いを，深

い満足を得 るように招かれた。主はこ

う言われた。

「すべての重荷を負 うて苦労 してい

る者は，わたしのもとにきなさい。あ

なたがたを休ませてあげよう。

わたしは柔和で心のへ りくだった者

であるから，わたしのくびきを負うて

わたしに学びなさい。

そうすれば，あなたがたの魂に休み

が与えられるであろう。

わたしのくびきは負いやす く，わた

しの荷は軽いか らである。」（マタイ１１

：２８－３０）

主は，私たちが皆悔改める必要があ

ること， もし私 たちが本 当に悔改 めて

主 の愛 とゆる しと従順 の くびきを受 け

入 れるな ら，主 は私 たちを受 け入れて

下 さる ことを，明 らか にされた。

主 は古代 の使徒 ヨハネによって次の

よ うに冨 われ た。

「…神が光 の中 にい ます ように
，わ

た したち も光 の中 を歩 くな らば，わた

したちは互い に交 わ りを もち，そ して

御子 イエスの血が，すべて の罪か らわ

た したちをきよめるので ある。

もし，罪が ない と言 うな ら，それ は

自分 を欺 くことで あって，真理 はわた

したちの うちにない 。」

しか し， 「も し，わた した ちが 自分

の罪 を告 白す るな らば，神 は真 実で正

しいか たで あるか ら，その 罪 を ゆ＝る

し，すべて の不義か らわた した ちを き

よめ て 下 さ る。」 （１ヨハ ネ １ ：７－

９）

「兄弟を愛す る者は，光 にお るので

あって，つ まず くことはない。

兄弟を憎む者は，やみの中にお り，

やみ の中を歩 くので あって， 自分では

どこへ行 くのかわか らない。 やみが彼

の 目を見えな くしたか らであ る。」（１

ヨハ ネ ２ ：１０－１１）

また さらにヤコブは，行 ないのない

信仰 は死んだ ものであ る， と言 ってい

る。私 た ちは信仰を行 ない と，行 ない

を信仰 と結びつけて，本 当の クリスチ

ャンにな らなければいけない。 また，

私 た ちの行 ないは，真 実の行 ないでな

ければな らない。 （ヤ コブ ２ ：１７－ １８

参照 ）

神 のみたまは真理 のみたまで あ る。

救 い主 は真理 を体現 した方 であ る。救

い主 は 自分 の ことを次 のよ うに描写 さ

れた。 「わた しは道 であ り，真理で あ

り，命 であ る。だ れで もわた しによ ら

ないでは，父 のみ もとに行 くことはで

きない。」（ヨハネ１４：６）

真理 によ らなけれ ば，神 の王 国に救

われ ない。そ して この真理 はキ リス ト

である。 これが私 の証で ある。主イエ

ス ・キ リス トのみ名 により，アーメン。
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第 １４１回 半 期 総 大 会 に お け る 説 教

福 千 年 の 土 台 を 置 く

十二使徒評議員会会員

リグ ラ ン ド ・リチ ャー ズ長 老

私 は， この午後 に信仰深 い末 日聖徒

と共 にまた教会 の大会 に出席で きる特

権 を，天父 に感謝す る。

救い主 は言われ た， 「人はパ ンだけ

で生 きる もので はな く，神の 口か ら出

る一つ一つ の言で生 きるものであ る。」

（マタイ ４ ：４）私 は， この大会 の最

後の ３つの集会に出席 す る特権 に恵 ま

れた人 々が，真 実永遠 の生命 のパンに

よって養 われた と感 じている と確信す

る次第 であ る。我 々は主 の しもべ たち

か らす ば らしい勧告 と霊感を与え られ

た。

パンは体 を養 うで あろう。 しか し霊

を養 うのはそれ以上 の ことで ある。音

楽 はすば ら しい。私 は ここで リックス

・カレ ッジの合唱団の人 々に賛辞 を呈

したい。私 はほんの ３週 間前， リック

ス ・カレッジの礼拝 に出席 したが，我

々は主 の教会 のあ らゆる施設 およびそ

れ らによ る教育 の機会が教会 の若者 に

多大 の貢献 を してい るこ とを感謝せ ざ

るを得 ない ので ある。

き ょう私 は，我 々の信仰の土台 につ

いて， また，我 々の 目的，望みはい っ

たい何で あるか について少 し述べたい

と思 う。私 はこの美 しい神 殿が基礎 の

上 に築かれ た，百年以上 も昔の時代 を

思い浮かべ る。基 礎が置 かれた時， そ

れ は１６フィー ト （お よそ ５メ ー トル）
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の巾であ ると言 われて いるが， ある時

ブ リガム ・ヤング大管長がや って きて

職人 たちが薄 く削 ったみかげ石を積 ん

でい るのを見 た。彼はそれを とりのけ

させ， 「我 々はこの神殿を福 千年 に も

立つ ように建ててい るのだ」 と言 いな

が ら，大 きなみかげ石 の塊 を 置 か せ

た。それはすば ら しい考 えではなかろ

うか。我 々はみな，福千年 に も立 って

い られ るよ うに， 自分 や家族 の生活を

しっか り築 こうと望 むべ きで ある。

午前 の集会で ロムニー兄弟が救 い主

の再降臨 に関 して主御 自身や予言者た

ちの記 した約束を述べた時，我 々の う

ちのだれが，神の ラ ッパが鳴 り響 いて

死者が よみがえ る時，我 々も愛 す る者

た ちと共 に主のみまえで彼 らの中 に加

え られ るべ く生 きたい と願 わなか った

ことであろ うか。

私 は，バ トモス島に追 われ，天使か

ら，サ タンの投 げ落 され た天上 の戦い

に始 ま って最後 の時 の様子 までを示 さ

れ た使徒 ヨハ ネの言葉 につ い て 考 え

る。彼 は死者が小 さき者 も大いな る者

も神 のみまえに立 ち，数 々の書 が開か

れ，死者の書 に記 された事 か ら彼 らの

働 きによって，すなわ ち信仰 でな く，

口か ら出た言葉 でな く，その働 きによ

って裁かれてい るのを見 た。 （黙示２０

：１２－ １４参照）

「……彼 らは生 きか えって
， キ リス

トと共 に千年 の間，支配 した。（それ以

外の死人 は，千年の期間が終 るまで生

きかえ らなか った。） これが第一 の 復

活で ある。 この第 一の復活 にあずか る

者 は， さいわいな者 であ り， また聖 な

る者 であ る。 この人 たちに対 して は，

第二 の死 はなんの力 もない。彼 らは神

とキ リス トとの祭 司 とな り， キ リス ト

と共 に千年 の問，支配す る。」 （黙示２０

：４－ ６）

ひとたび神聖なみた まに打たれて証

を得 なが ら，神の ラ ッパが鳴 り響 く１

千年 の間，そのまま留ま って 自分 を備

え ることに満足で きる者 はいるであろ

うか。 あの神殿 が福 千年 も立 ち続 け る

ため に ５メー トルの基礎 が必要だ とす

るな らば，我 ４が この栄 えある出来事

に備 えるには，多大 の従順が必要 とさ

れ る。

救 い主 は言 われ た， 「命 にいた る門

は狭 く， その道 は細い。そ してそれを

見 いだ す者が少 ない 。」 （マタイ ７ ：

１４）我 々は命 にいた る狭 くて細い道を

歩 みた いと望んでい る。主はまた，あ

る時 このように言われた。

「…わた しの これ らの言葉 を聞いて

行 うものを，岩 の上 に自分 の家 を建 て

た賢い人に比べ ることができよ う。雨

が降 り，洪 水が押 し寄せ，風が吹 いて
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その家 に打 ちつけて も，倒れ ることは

ない。岩を土台 と してい る か ら で あ

る。 また，わた しの これ らの言葉 を聞

いて も行わない者を，砂の上 に 自分の

家を建てた愚かな人に比べ ることがで

きよう。雨が降 り，洪水が押 し寄せ，風

が吹いてその家 に打 ちつけ ると，倒 れ

て しまう。そ してその倒れ方 はひ どい

ので ある。」 （マタ・イ７ ；２４－ ２７）

聖な る神殿が福千年 にも立 つために

土台の種類 が重要であ った と同様，永

遠の幸福 にとって，我 々の生活 の±台

は どの ようで あるかが重要 な ことであ

る。

数年前南部諸 州伝道部 の伝道部長で

あった時，私 はジ ョージア州 キ ッ トマ

ンで，あ る晩結 婚の誓約 と家族 の一致

について説教 を した。私 はル ー ロン ・

Ｓ ・ハ ウエルズ兄弟 の 「人 は自分 の教

会 の教 えを信 じるか」 とい う本か ら引

用 した。彼 はチ ャー トを使 って， おも

な教会 をあげ，主要 な原則 に対す る各

々の教会 の主義，主張を述べてい るが
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ある教会 は結婚誓約が永遠 に存続 す る

と信 じ， また ある教会 はそれを否定 し

てい るり

私 は，彼 らが どう して聖書 を読 みな

が ら信 じないか，なぜ世界 中の教会 で

死が ２人をわかつまで と結婚式 を執行

してい るのか，理解 で きない。 それ は

何 と浅薄な概 念で あろ う。 なぜ彼 らは

神が この地球 の創造 を終 えてそれ をよ

しと見 られ， アダ ムを ここに置 かれ た

時，「人がひ とりでい るのは良 くない」

（創世 ２ ：１８） と言 われた ことに思 い

をはせないのか。主 は彼 の助 け手 をつ

くり， 「一体 とな るのであ る」 （創世

２ ：２４） と言 われ た。 さて，神が あわ

せ １つの肉 とされ た ものを，我 々は完

全 と完全 ではな く半分 と半分 に しか わ

け ることはで きない。 イエスはそ の こ

とを繰 り返 して言 われ た。

「「… …それゆえ に
， 人は父母 を離 れ，

その妻 と結 ばれ，ふた りの者 は一体 と

なるべ きで ある』 ……だか ら，神が合

わせ られ たものを，人 は離 してはな ら

’
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ない」 （マタ・ｆ１９：５－ ６）

私 はそ の集会の終 りに， ドアの所 に

立 って帰 る人 々と握手を した。 す ると

１人 の男性がや って きて， 自分 はバプ

テス ト教会の牧師です と紹 介を した。

私が 「先ほ ど不正確 な引用 で もしま し

たか」 と尋ね ると，彼 は 「いえ， リチ

ャーズ さん， あなたのおっ しゃった通

りです。私 たちは 自分 の教会 の教 えを

全部信 じてはいません」 と言 った。私

は 「あなた も信 じてい らっ しゃ らない

のですか。真理 にたち帰 って，教会 の

人々 に真理 を教 えてはいか がです。彼

らは モルモ ンの長老 たちか ら話 を開か

な くとも， あなたか らな ら耳 を傾 ける

で しょう」 と言 った。彼 は， 「で はさ

ような ら」 と言 い， その晩 の会話 はそ

れ きりであった。

およそ ４ヵ月 ほどたって，そ の支部

で開 かれ た大会 に再び出席 した時，私

が伝道部長で あったためにその ことが

新聞 に報道 され た。私 がその小 さい教

会堂 に入 ろうとす ると， あのバ プテス
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ト派 の牧師が私 を待 ちか まえて いた。

我 々は握手 をか わ した。私が 「この前

の私 の説教 をど う思われ たか，知 りた

いと思い ます」 と言 うと，彼は， 「リ

チャーズ さん，そ のことをず っと考え

す る。 た しか１９３２年 の ことで あったと

思 うが， リン ドバーグ大佐 の息子が誘

か いされ， ５万 ドル の身代金 を要求す

るメモが残 され ていた。大佐 は息子が

返 るな ら喜んで身代金を払お うと した

てい ま した。 あなたのお っ しゃること

はみな もっともだ と思 います」 と言 い

「で も
，残 りの １つについて知 りたい

です」 と言 った。妻子 を心 か ら愛す る

者 で この原則 を信 じたい と思 わぬ者 は

いったいいるであろ うか。

結婚 は永遠 であるべ きだ と信 じてい

る人 々はいる。 しか し我 々の知 る限 り

において， この教会を除いて，結 婚誓

約の永遠性を信 じる教 会は世 界にない

ので ある。

我 々が永 遠に生 き続 け ると知 る時，

生 活に起 きる相違 を考 えてみなさい。

死 に よって妻子 と離 され， それ以後 ま

みえ ることはない と考 えるな ら，死 に

よって体 も霊 も無 になって しまうとい

うことを信 じることがで きよう。そ こ

に，待 ち望むべ きものは多 くはない と

申 しあげ る。 この世で結ばれた愛 の絆

が断 ち切 られ るな らば， どうして永遠

に生 き続 けたい と望 むで あろ うか。

我 々は子供 の誘 かい事件 を時折耳 に
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ので ある。 ここに，我 々は永遠の生 命

の ことを思い浮かべ る。け さマ リオ ン

・Ｇ ・ロムニー兄 弟は，復活 の時に子

供 た ちは成長 して罪が な く救 われ るに

いた るとい う主 の啓示 を引用 した。（教

義 と聖約４５：５８参照）

我 々の中 には，子供 を な くして，育

てる責任 を持て なか った人 々がい る。

私が オランダで伝 道部長 であった時に

１人 の娘が生 まれたが，その子 は ３歳

半で死んで しま った。妻 は折 にふれ て

は，天使 たちがその子 の霊 を自分 の と

ころに連 れて きて くれ るよ うに感 じる

と言 うが，娘 は墓 に身 を横 たえたので

あ る。 もしそれですべてが終 りだ と思

うな らば， この世 の何を失 って もその

子 を もう一度生 き返 らせてほ しい と願

うことで あろう。我々は回復 された福

音 により，娘は永遠 の世 界で我 々の も

の とな って，罪 な く育 ち救 いに入 るの

を見 る喜びが与 え られ るとい う偉大 な

知識を知 らされてい る。私 は時 々， そ

れ らの選ばれた霊のいくらかはほかの

子供たちのようにこの世の経験を経る

必要がなかったために，主がみもとに

招いて下さるにふさわしいのではない

かと思 うことがある。

我々には ４女が恵まれたのちに １人

の息子が生まれた。我々はカリフォル

ニアヘステーキ部長 としてつかわされ

たが，そこで息子は高等評議員の兄弟

やその息子たちと共に外へでかけて，

事故にあい命を失った。それは今まで

で一番大きな悲 しみであった。 しか し

今，我々は，山の頂にのぼって声を限

りに叫ぶのである。我々は永遠の父な

る神が この愛の絆を永遠にわたってな

が らえさせたもうことを知り，それを

待ち望んでいると。愛する大切な人々

とまた会えると知 ることは，死のとげ

をとり去 る。 この知識を神に感謝 した

てまつる。我々は栄光を受けあがなわ

れた御父の子供たち，愛する者たちと

共に立つにふさわしい基をこの地上で

築きたいものである。

兄弟姉妹たち，我々は祝福 された民

である。我々は，福音が回復 され，真

理の知識が存在する時に地上に生を受

けるという特権に恵まれている。信仰

を築 く土台に恵まれ，愛する人々と過

ごす毎 日はしあわせな日々である。マ

ッケィ大管長がよく，いかなる成功 も

家庭の失敗を償うことはできないと言

われたことに，全 く不思議はない。ま

た，人が神のいま しめを守 り，神に近

くなればなるほど，家庭における愛は

増 し，愛が来たるべき本遠にわたって

続 くという知識に対 して感謝 も大きく

なるのである。

私が南部諸州伝道部の伝道部長であ



った時， ある教師がモルモンの生徒に

本を貸 したが，本が返されて来た時，

そこに信仰箇条のカードがはさんであ

り，教師はそれを読んだ。彼女は自分

の教会の牧師のところへ行き， 「私た

ちの教会にはどうして このようなもの

がないのですか」 と尋ねた。牧師は彼

女を満足 させ る答えができなかったの

で，彼女はソル トレーク市の案内所に

手紙を出した。そ こか ら彼女に文献が

送 られ，彼女の名前は我々にも知らさ

れて宣教師が訪問 し，彼女は教会に入

った。

私は予言者ジョセブ ・ス ミスの書い

た信仰箇条を読む時，（その他にも彼が

あげなかった大切な教義は数多いが）

入はこの信仰箇条を読んでなぜそこに

真理があると信 じないのだろうかと思

う。他のどの教会 も，このような基盤

を持っていない。終るにあたって，私

は信仰箇条か ら読んでみたい。

「われ らは，永遠の父なる神と，そ

の御子イエス ・キリス トと聖霊とを信

ず。」予言者は， ２人の 別々の御方が

骨肉の体を持ち，聖霊の御方であると

教えた。

「われ らは，人は皆各々其身にてな

したる罪に対 して罰を受け，アダムの

替に対 して罰を受けざることを信ず。」

「われ らは，キ リス トの贋罪により

すべての人類は，福音のおきてと儀式

とを守ることによりて救われ得ると信

ず。」今日説かれている説教のほとんど

は，・イエスを救い主として信仰を告白

しさえすればよいというが，我々はイ

エスの言われたことを行なわねばなら

ないと主張 しそいる。

「われ らは，福音の第一原則と儀式

とは，第 １．主 イエ ス ・キ リス トを信 ず

る信仰，第 ２．悔改め，第 ３．罪の赦

しを受 くため に水 に沈め らるるバプ テ

スマ，第 ４．聖霊 の賜を授 か るための

按手礼， なる ことを 信 ず 。」私 は この

基 の上 に建 ってい る教 会は他 にない と

信 じるが，ヘ ブル書の ６章を開いてみ

れば パウロは この ように述 べてい る。

「・…・・わた した ちは
，キ リス トの教

の初歩を あとにして，完成 を目ざ して

進 もうで はないか。今 さら，死 んだ行

いの悔改め と神への信仰， バプテスマ

につ いて の教 と按 手，死人の復活 と永

遠の さば き，な どの基本 の教 を くりか

え し学ぶ ことをやめ ようではないか」

（欽定訳 ヘブル ６ ：１－ ２よ り和訳）

これは我 々の信 仰箇 条 とまった く同

じで ある。

「われ らは
，福音 を宣べ，且 つその

儀式を執 り行 うためには，啓示 と，権

威 ある者の按 手に より，神 によ りて其

任 に召 されねばな らぬ ことを 信 ず 。」

他の どの教会 もこの ことを信 じていな

い。彼 らは聖書 を読 む ことによって権

威が あると考 え るのであ る。

「われ らは
，教会 には，初期 の教会

に在 りた ると同一の組織， すなわち使

徒 ，予言者，監督，教師，祝福師等 の

あるべ きことを信 ず。」 六ウ ロは， 主

の教会 はキ リス ト御 自身を隅 のか しら
コゆ 　

石とし，使徒 と予言者を土台 として建

てられると教えているが， このような

土台を持つ教会は他にない。

「われらは，異言を語 る力，予言す

る力，啓示，示現を受 くる力，病を医

す力，異言を釈 く力等の賜あることを

信ず。」

「われ らは，正確に翻訳 されたる限

り，聖書は神 の御言葉 な りと信 ず。 ま

たモル モン経 （英 文） も神 の御言葉 な

りと信ず。」神 が 他 の聖典 を世 に出 さ

れ，み手 によってそれ らを １つ にす る

と約束 された ことを知 らず して，聖書

を信 じることので きる者 は １人 もいな

いｏ

「われ らは
，すべて神 の これ まで に

啓示 したまい しこと，すべて今啓示 し

た もうことを信 じ， なお今 よ り後，神

の王国 につ きて多 くの偉大 に して重要

な ることを啓示 した もうことを信ず 。」

言いかえれば，我 々は絶 えざ る啓示 と

キ リス トのま ことの教会が今 も啓示 に

より導かれてい ることを信 じるので あ

る。

そ して， 「われ らは，イス ラエル人

は，文字 通 りに四方よ り集合 し， その

十支族の元 に立 ちかえ ることを信ず。

われ らは， シオ ンは この（アメ リカ）大

陸 に建て られ，キ リス トは御 自ら地上

に王 とな りて治めたまい。地球 は元 に

あ らたま りて楽 園の栄 えを受 くること

を信 ず。」我 々は これ らの事 を知 って い

る。 イザ ヤは，その 日が来 た時 には新

しい天 と新 しい地 が生 まれ， そ こで は

小羊 と ししが共 に住 み，我 々は家 を建

ててそ こに住 み， ぶど う畑 を作 ってそ

の実を食 べ ると語 ってい る。 （イザヤ

６５：１７－２３参照）

我 々は無論 の こと，福千年 の間愛す

る人 々 と共 に住 め るよ うに，聖な る神

殿の土台 に匹敵す る基礎 を置 こうと願

わねばな らない。神が我 々とそ の家族

をそのよ うに助 け られ ん ことを。そ の

祈 りと共 に私 の祝福をみな さま方 に残

す次第であ る。主 イエス ・キ リス トの

御名 によって。 アーメン。
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らの人々の前で罪を認め，詰責を受け

る覚悟 と，謙遜と恥 とを受ける心を示

さねばならない。 もしあなたの行ない

がだれをも害さず自分だけを傷つける

ものであるなら，あなたはひそかに告

白をすべきである。そうすれば，隠さ

れた所においでになる天父は報いて く

ださるであろう。あなたの教会での地

位や昇進，権能に影響するような行い

は，主から羊の群れの牧者，イスラエ

ルの判士 として指名された監督にただ

ちに告白すべきである。彼はそのよう

な告白をひそかに聞き，正当に正義 と

慈悲をもち取 り扱って くれ るで あ ろ

う。告白に続いて，罪を犯 した人は悪

にみあう重さの，良い行為により，悔

い改めの実を結ばねばならない。彼は

力の及ぶ限 りの償いをな して，取 り去

ったものは返 し，損害は賠償 しな くて

はならない。」（「若人と教会」Ｐ．９９）

人がとがを告白し，良い行ないによ

りゆるしを得たいという真心か らの望

みを示 して，悔い改めを実行 し始めた

のち，いつゆるされたかを我々はどの

ようにして知るのであろうか。彼が本

当に悔い改めたことを我々はどのよう

にして知るのであろうか。

１８３１年オハイオ州カー トラン ドにお

いて教会員に与えた啓示の中で，主は

言 つておられる。

「……誠にわれ汝 らに告 ぐ，主なるわ

れは死に当るべき罪を犯 さずしてわが

前に罪を告白 し，赦 しをわれに乞 う者

にはその罪を赦すなり。」

「この故にわれ汝 らに告 ぐ，汝ら互い

に赦 し合 うべきなり。そは，人その兄

弟の過ちを赦さざれば，その人主の前

に罪に値す る故にして，そは更に大い

なる罪なお彼に在ればな り。主なるわ

れは，その赦さんと欲す る者を赦す。

３５２

されど汝 らにはすべての人を赦す こと

を求めらる。」（教義と聖約６４：７， ９

－１０）

すべての人の罪を赦すべきであると

いう，教会員に与え られたこの明白な

教えは，監督が教会員の告白を聞いた

あとで，す ぐに彼をゆるし，犯 したと

がの全責任を免除するとい うことを言

っているのではない。監督は無論彼を

ゆるすであろう。監督は彼を暖か くい

だき，親切 と理解を持ち，彼が再び活

発になるようあらゆる尽力を惜 しまな

いに違いない。 しかし，監督は彼を愛

し，理解 しているにもかかわらず，そ

の人のとがの重さに応 じて一定期間教

会における特権のい くらかを取 りあげ

「罪を捨てる期間」という罰を科せな

くてはならないのである。

ある人が教会役員に 「とがはいつゆ

るされるのですか」と尋ね，その兄弟

は 「悔い改めた時です」と答えたとい

う。尋ねた人は再び 「悔い改めたかど

うかはいつわかるのですか」と質問 し

た。すると兄弟は 「あなたが人の心を

見 られるなら，わかるで しょう。おそ

らく，悔い改めは告白の時ではありま

せんか。で も私たちにはわからないこ

とですか ら，福音に従って悔い改めた

いことを表わす期間がな くてはならな

いのです」 と答えた。

罪を捨て去 る期間は， とがの重大さ

とその人の悔い改めの態度によって決

定 されるであろう。道徳的に重大な罪

を犯した教会員がゆるされるようにと

助けているあるステーキ部長にあてた

大管長会の手紙の中に，次のような １

節がある。

「告白と罪を捨て去ることがまこと

の悔い改めの要素であり，いかなる害

についても可能な限りの償いと，主の

すべての戒 めに従 うことが伴 わな くて

はな らない。罪 を捨て るに充分な期 間

が経過 してい るか否か につ いて疑問が

あるが，我 々はその人 が将来 にわた っ

て正 しく生活 で きることを証明す るに

は， さ らに時間が必要 であ ると思 う。」

教会指導総合手引 きには，重大 な と

がを犯 したあとは，教 会行事 や神権 に

つ いての特権を完全に受け るまで に，

ある猶 予期間を置 くように指示 されて

いる。

しか し，罰が何で あれ，その過程 が

いかに長 くつ らか ろ うが， またた とえ

荒布 をま とい灰をかぶ ってへ り くだ ろ

うと，悔 い改 めはただ １つ の方法 しか

ない。

我 々の罪はイエス ・キ リス トの血 の

瞭いに より，洗 い流 され ることがで き

る。ア ミュレクの言 葉 によれば，「ゼ ー

ズ ロムに告げて，主 キ リス トはその民

を瞭 うため に必ず降臨 した もうが，民

を罪 のあるまま には照いたまわない。

その罪か ら民を贈 うために降臨 した も

うと言 った。 も しも人々が悔い改め る

な らば，主 は これを その罪か ら瞭 う権

威 と能 力 とを御父か ら授か りた もう。」

（ヒラマ ン ５ ：１０－１１）

ここに，悔 い改 めた者がゆ るされ る

との確証 が ある。 「誠 に，主か くの如

く言 う。その罪を捨 ててわれ に来 り，

わが名を呼び，わが声に従 い， わが誠

命 を守 るあ らゆ る人々は，わが面 を見

て われ在 るを知 ることあらん 。」 （教義

と聖約９３：１）

それ は容易で ないか も しれない。道

は長 い こともあろ う。 しか し私 は，そ

れが慈悲深 い主が我 々に備えた もうた

道 であ ることを証 し申 しあげ る。イエ

ス ・キ リス トのみ名 によって。 アーメ

ンｏ
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鐸

み こころを行なっていると自覚 してい

る男女１ま，他の人のために犠牲を払い

奉仕 し，わかちあい，共に平和に生 き

るであろう。平和は，法律や特定の政

治思想によって もたらされるものでは

ない。問題を解決す る際，経験不足や

知識のなさから誤ちを犯 したり，力を

誤 って使 ったりすることがある。平和

や喜びや幸福は神の啓示された生活を

受けいれることによってのみもたらさ

れるのである。

私は南米で，過去 ３年間に合衆国西

海岸およびカナダでみたと同様，教会

の急速な発展を見た。我々の問題は教

会に空席ができることではなく，教会

堂から人々があふれることである。我

々は必要にこたえて教会の建物を続々

と建設 しているが，いつまでたっても

この問題はなくなりそうにない。私は

南米における教会の建物が日曜日だけ

でなく週日にも使われていることを，

うれ しく思っ沈。若人たちは毎 日のよ

うに，建物やグラン ドをクラブの集会

所のようにして使っていた。グランド

でフットボールを，文化ホールでは劇

や ミュージカルのリハーサル を行 な

い，教室ではセミナリーや初等協会が

開かれていた。私はブエノスアイレス

で若者たちの夕食会に出席 した。モン

テビデオでは始まったばかりのデゼレ

ト産業の工場を訪問 して姉妹たちが友

好を暖めながら，縫い物や衣料の更正

や編み物や織 り物の練習をしているの

を見た。ブラジルのサンパウロでは，

世代の相違もな く老若入 りまじって～

運動場新設のために働いていた。

あなたがたは， 「異国人であるあな

たが，言葉の通じない国々でそのよう

な暖かい歓迎を受けたのは，いったい

どういうわけか」と老えることであろ

う。それは，イエス ・キリス トに私が

彼 らの兄弟として受けいれられたから

である。我々は心の中で，同じ言葉を

話 しているのである。我々は同じ理想

同じ望み，同じ目標を持っている。私

はブラジルの大会で，集会を始めるの

がいささか困難と思われるほど，楽 し

そうに語 りあい，あいさつ しあってい

る教会員たちの姿を見た。彼らは互い

に愛しあっていた。彼 らは，南米の人

々．の中でも最 も笑顔に満ちて友情に富

んだ幸福な人々であった。そのような

兄弟愛のあるサンパウロの３つのステ

ーキ部が，毎年 １千人ほどの改宗者が

主の家族に加わるという程急速な勢い

で成長することは，不思議 で あ ろ う

か。それらの人々があのように幸福そ

うにむつまじく交わっているのを見た

時，私は，回復された福音は何 と力あ

ることかと思った。男が自分はまさし

く神の息子である．と確信 した時１女が

自分はまさしく神の娘だと知った時，

その人の成長に限界はな くなる。 これ

が我々の教会員の持つ根本的な思想で

ある。高貴な家族の一員となった我々

はもはや他の男女と同様であることに

満足 しない。我 々は違いを感 じるので

ある。我々は，主のみわざを行なって

いる限 り，成功を拒むものは何 もない

ことを知っている。我々は自分が何者

であるかを知６ているので，進んで力

の限 り働き，犠牲を捧げ，他の人々と

才能や祝福をわかち合 うのである。ペ

テロは当時の教会員に次のように教え

だ。

「しか し，あなたがたは，選ばれた

種族，忠実なる神権者，聖なる国民，

神につける民である。それによって，

暗やみか ら驚 くべきみ光 に招 き入れで

下さったかたのみわざを，あなたがた

が語 り伝えるためである。あなたがた

は以前は神の民でなかったが，いまは

神の民であり，以前はあわれみを受け

たことのない者であったが，いまは，

あわれみを受けた者 となっている。」

（欽定訳 １ペテロ２：９－１０）

勇気を失った時，迷 う時，より明る

い光と，喜びと幸福を求める時， これ

ら啓示された真理を学びなさい。あな

た自身で見出 しなさい。予言者の声に

耳を傾けなさい。神の民に加わって真

実の生ける神の誓約の息子，娘 となり

なさい。天の王国にゆずりを得，血統

につける権利を受け，人生の真の目的

を知 りなさい。すでにイエス ・キリス

ト教会の会員となっている人々は，内

にある賜を育てようではないか。他人

への親切を行ないに移 し，真理の原則

を真心より受けいれることから来 る隣

人への愛を示そうではないか。

私はあなたがたに，神は生 きておら

れ，イエス ・キリス トは神の生ける御

子，我々の救い主，我々の主，王であ

るとの神聖な証を申しあげる。私は，

イエス ・キリス トは今， この時代に生

ける予言者たちを通 して地の住民に語

っておられると証する。メルケゼデク

神権がその権威 と権能のすべてをもっ

て再び地上に回復 され， 「主はこう言

われる」と言 うことのできる真の使徒

と予言者が現在生 きていることを証す

る。

私はこれらの証をイエス ・キリス ト

のみ名によって申 しあげる。

アーメン。



ま い こ の こ ね こ ．
シ ャー ロ ッ テ ・ス テ ィー ブ ン ソ ン

あなたは， この こね こがおか あさん

の ところへがえ るみ ちをみつ けて あ

げ られ ますか。 ほかの ど うぶつがい

うみちを とおって はい けません。
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信 じるための

勇気 とは
ア ン 。 ス イ ッ ク ス タ ッ ド

フィンラン ドの ラル スモのひど く寒 い日曜 日の朝の ことで

しだ，若いア ンダース ・ヨハンソンは教会へ行 こうと彼の家

を出ま した。彼 は厚着 を して暖かか った ので，寒 さな ど気 に

な りませ んで した。 そ して小 さなバ プテス マ会会場 までの ５

キロ メー トル の道 のりを歩 くことは，彼 には楽 しい ことで し

た． アンダースは神様 につ１、・て学ぷ ことが好 きだ ったので安

息 日は心が はず みま した。

急 にアンダースはすね に石をぶつ けられま した。 その次 は

彼 の背中 に命中 しま した。彼は問いただそ うともモず に，す

ぐさま原 っぱを横切 って走 りぬけ， その場 か ら立 ち去 りま し

た。 ほんのち ょっと前 まで の浮 き浮 き した気持 は， いっぺ ん

に吹 き飛 んで しまいま した。

なぜ彼 ら，ま乱＝違 う教会 に属 してい る とい う二とて私 に石

を投げつ けるのナゴ ゐ と． ア ンダー スは思 いま した、私 丁彼

らと違 う礼拝 を丁 る 怠 ．ども，彼 らと同 じこの村 に庄 んで 、・

るのに， と悲 しくな ・！ま ゴ ン

この当時， フィンラン ド訓 シアの勢力下 にありま した、．

そ して人 マはル ーテル教会 に講 してい ました。 アンダースの

よ うに他 の教会 に属 して い る人 ○きとん どが，迫害 を受 けて

いま した。彼 は石 を投げつ け られて も実際 にはひ どいけがを

しないです みま したが， どんな にアンダースは ラル スモの近

くの人 々が他 の宗教 に対 して寛大 であ って くれた らなあ と思

った ことで しょう、、

アンダ～スが小 さい時，ス ウェーデ ンに住 んでいたグスタ

フ ・ウ ォー レン とい う名前 の若い男の人 が末 日聖徒 イエ ス ・

キ リス ト教会 の会員 にな りま した．その後 ま もな く彼 はロシ

ア政府 の下で働 くため， フィンラン ドへ送 られて来 ま した。

しか しスウェーデ ンを去 る前 に，彼 はフ ィンラン ドの人 々に

この教会の福音 を教 え，彼 らにバ プテスマを施すため に長老

に聖任 され ま した。 グス タフは確 かに フィンラン ドにおける
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最初 のモルモ ン教徒 で した。

１８７５年の終 りごろ宣教師 たちが， スウェーデ ンか らフィン

ラン ドに送 られて来 ま した。 フ ィン ラン ド政府 は，公にル ー

テル教会以外 の どの教 会の活動 に も反対 しま した。そ して人

々が他の どんな宗教 の教義 も，立 って教 える ことを禁止す る

法律が通過 しま した。 フィンラン ドで人 々を改宗 させ ようと

働 いていた宣教師 のす べては，法律 に従 って，福音を教 え る

間はすわ らなければな りませ んで した。 これ らの最初の宣教

師か らの手紙 は， この異常 な説教 の仕方 は 「私達がすわ るこ

とに慣 れてか らは うま くいきま した」 と報告 しています。

フィンラン ドでは， ほんのわずか の人 々だ けが新 しい宗教

について話す人 の言葉 に耳 を傾 けま した。そ うした人々は，

しば しば迫害 され，試 み られ， そ して法律 の名の もとにな し

うる最 も残酷 な罰 を受 けま した。 この教会の会員にな った １

人 の男 の人 は２８日間の投獄を宣告 され，そ して孤独 な監禁生

活 の間中ず っと少 しばか りのパ ンを食 べ，水 を飲 む ことを許

され ま した。１８８０年の夏 にス ウェーデ ンか らい く人 かの宣教

師が ラル スモへ来ま した。 ラルスモは， フ ィンラン ドの西海

岸か ら遠 くお よそ２５キロメ ー トル離 れた島です。政治的 にむ

ずか しい こともあ って，彼 らは ラルスモに長 くは滞在 しませ

んで した。 しか しアンダ ース と彼 の妻 はその福音を知 り，そ

して宣教師が ラルスモを去 る前 にバプテスマを受 けま した。

しば ら くの間，彼 らだけが この島における唯一 の この教会の

会 員で した。

ア ンダ ースはま もな く他 の人 々とそ のすば らしい福音の教

えを分 ち合 いたい と思 いま した。 そ こで彼 は， このすば ら し

い，新 しい宗教 につ いて知 って もらうため，彼 の家 に友達 や

親せ きの人 々を招待 しま した。郵 便配 達で ある彼 の義理 のお

ず！．
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とうさん とい く人 かの近 くの人 々が， この福 音を信 じ，そ し

て アンダースにバプテスマを施 して くれ るようにたのみま し

た。

「私 は
， みなさんにバプテスマを施す ことがで きるか どう

かは っきりわか りませ ん」 と， アンダースは答え ま した。

「私 は
，私 がそ うす る権威 を持 って いるか どうか確 め るため

にス ウェーデンの伝道部長 のところへ まい ります 。」

しか し船 でスウェーデンに行 くには， たいへん費用がかか

りま した。彼 か ら福音 を学 んだ人 々は， アンダースが長老 に

聖任 され るためにスウェーデンに行 くのに必要な お金を寄 付

しま した。

１９４６年 ７月， フ ィンラン ドの ラルス モで，再 び伝道 が始 ま

りま した。 そ して １９４７年 にこの国は，伝 道地 を開 きたい とい

う宗教 にその門を開 きま した。

そ の後 まもな く， フ ィンラン ド伝道部 が組織 され ま した。

１９７２年現在，そ こには教 会の２３の支部が あ ります。

アンダースは 自分が正 しい と信 じる教会で福音 を学びま し

た。 どんな迫害 に もたえた彼 の勇気 は，友達や近 くの人 々と

同様 に，彼 のた くさんの子供 や孫 を もこの教会 に導 く力 とな

った のです。 フ ィンラン ド伝道部 の最初 の支部長 は， アンダ

ース ・ヨハ ンソン ・ス トロンバ ーグの孫 のアンセル ム ・ス ト

ロンバ ーグです。 そ してそのス トロンバ ーグとい う名前は フ

ィンラン ドにおいて 「姓 をつけよ」 とい う法律が成立 した時

か らず っと今 日にいた るまで， この一族 の姓 と して用い られ

ています。
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マ ー ベ ル ・ジ ョー ンズ ・ガ ボ ッ トによ るモ ル モ ン経 物 語

ギ
一 　

ア オ ン
糸会 ジ ェ リ ー ・ ハ ー ト ソ ン

ギデオ ンは，群 集の中でひ ときわ高 く見 えま した。 ギデ オ

ンは大 き くてたいへん強い人で した。 その声 は大 き くて リム

ハ イ王 の民 とアンモンとその民 に聞 こえま した。 レーマン人

のどれいで あった リムハイ王の民 は，そ こか らのがれ る方法

を見つ け出そ うとい う リムハイ王 の呼びかけに答 えて集 まっ

て いたのです。

「ああ
，王様。 も しあな たが これ まで に私 の言葉 に耳 を傾

け られて， その言葉が役 に立 ってい たな らば， こん ども私 の

言葉 に耳 を傾 けて いただ きたい と思います。そ うしていただ

け るな ら，私 は この民 をどれい の身か ら救い出 しま しょう」

とギデオ ンは言 いま した。

みんなの目がギデオンに注がれ ま した。 リムハ イの民 はど

んなに 自由を望 んでいた ことで しょう。 レーマン人 は リムハ

イの民にだんだんひ どい ことをす るよ うになり，人 々を殺 し．

た り，彼 らをけ もののよ うに追 い払 った り，すで に重 い税 を

かけていたに もかかわ らず， さ らに重 い税 をかけたり しま し

た。

リムハイ王 は熱 心にギデオ ンの話 を聞 きま した。 その当時

リムハイ王は レーマ ン人 に とらえ られていたのです。 リムハ

イ王は悪 い ノア王 の息子 で したが， リムハイ自身 は りっぱな

人なので人 々に愛 されて いま した。昔， ギデオ ンは ノア王 を

殺す と誓いま したが， ノア王が命 ごいを したのでその命 を助

けた ことが あった ことを リムハイ王 は思 い出 しま した。 リム

ハ イ王 は ２年の間 リムハイの民 とレーマン人 の間が平和 であ

ったことを うれ しく思 っていま した。

まだ荒野 にいた ノア王の悪い祭 司た ちは， レーマ ン人 の娘

たちが歌 ったり踊 った りす るのをか くれて見ていま した。彼

らは２４入 の娘を さ らい，荒野の奥深 くにつれて行 きま した。

レーマ ン人 は少女た ちを さ らった と リムハイの民を非難 しま

した。 そ こで リムハイ王 は自分の民の中か ら犯 人を捜 そ うと

思 いま した。 しか しギデ オンは次 のように言いま した。 「こ

の町の人 々をお調べ にな らないよ うにお願い します。みんな

はその ような ことは してないで しょう。 あの悪い祭司た ちを

覚えてい らっしゃいます か。」リムハイ王 はギデ オンが言 った
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ことを聞．き入れ ま した。やは りギデオ ンの言 った とお りだ っ

たのです。 アンモンとその民 もギデオ ンの言 うことを聞 きた

い と思い ま した。 とい うのは， アンモ ンはギデオンが リムハ

イ王 に真心か ら仕えてい るのを知 っていたか らです。 ア ンモ

ンは，何年 も前 にニーファイの地 に移 り住 んだゼニ フの子孫

を捜す ために， ゼラヘ ムラの地か らニーファイの地 へ来 ま し

た。 アンモンは リムハイ王 とその民が生 きてい ることを知 っ

て非常 に喜 びま したが， リムハイ王た ちが とらわれてい るこ

とを悲 しみま した。 さて リムハイ王た ちはギデ オンが何 を言

うか と待 っていま した。

リムハイ王 はギデオンが話す のを許 しま した。

そ こでギデオ ンは次 のよ うに言 いま した。 「町の裏側 に，

城 壁を通 りぬけ る道 があ るのをおぼえて おいでですか。 レー

マン人の番兵 はそ こをあま り警戒 して いませ ん。彼 らはたい

てい夜，酒 によっています。 わが民 にふれ をまわ して家畜 の

群れを集め させ，夜 中までに これを荒野 へ追 い立 てて行 かせ

ま しょう。 さて私は王の命令 に従い，最後 のみつぎ物で ある

ぶ ど う酒を レーマン人 にお さめます。彼 らがそれを飲 んで，

よって寝入 って いる間 に，私 た ちは彼 らがい るところの左側

にあるわき道を通 って外 に出 ます。 こう して私 たちは女，子

供 といっ しょに家畜 の群れを連れて荒野へのがれ， シャイ ロ

ムの地 をまわって旅 をす るのです 。」

リムハイ王 はギデオンの計画 に賛成 しま した。すべての民

は家畜 の群 れ と身 のまわ りの ものを集 め，家族 に旅 の準 備を

させま した。ギデオンは レーマン人 に贈 り物 と して，いつ も

よりた くさんのぶ どう酒 をさ し出 しま した。す るとレーマン

人はそのぶ どう酒 をえん り ょせず に飲 み， やが て眠 り こんで

しまいま した。

そ して リムハイ の民はその夜裏 道を通 って荒野へ のがれ，

アンモンとそ の兄弟たちにみちびかれてゼ ラヘ ムラの地 に向

か って旅 を しま した。やがてゼ ラヘ ムラの地で彼 らはモーサ

ヤの民 に喜んで迎 え入れ られま した。

ギデオンは レーマン人か らリムハイの民を救 ったのです。
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トミーは荷馬車 の中 に しいたわ らぶ

とんの上 で寝返 りをうって，つ ぎはぎ

模様 に作 った掛 けぶ とんを耳 のところ

までかぶ りま した。 いつ もの朝だ った

らラッパの音が ひびいて いるので， も

うとっ くに起 きているはずで したが，

指導者 の兄 弟たちが ガーデン ・グロー

ブに とどまる ことに決 めていたので け

さはまだ寝 ている ことがで きま した。

しか し， やはりけさ もすみ きった ラ

ッパの音色が トミーの耳 に聞 こえて き

ま した。急 いで彼 は くつ をはき，上 着

をつか んで荷馬車 の外 に飛び出す と，

テン トか ら出て来 るおとうさん に出合

いま した。

「ど うしたの ？」 トミーがたずねま

した。

「さあ
， どう した のかな」 とお とう

さんは答 え， 「何が あるのか行 ってみ

よ う」 と言 いま した。
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ｒ
２人 はいっ しょに大 きなた き火 の と

ころへ行 きま した。そ こではブ リガ ム

・ヤングが キャンプの人 々が集ま るの

を待 って いま した。全員がそ こに集ま

るとブ リガム ・ヤングは話 し始めま し

た。 「今 日は ４月２５日で もう土地 を耕

やす のに良い時期です。私たちは今穀

物を うえた ら，秋 にはた くさんの収穫

が あると思い ます。 も し私 たちがそれ

まで ここにとどま らない と して も，後

か ら来 る聖徒た ちが収穫す ることがで

きます。病 気の人 々は病 気が良 くな る

まで ここで休む と良いで し ょう。長 い

旅をす るため にじゅうぶんな食料 と衣

類 がない人た ちは，必要 な ものが手 に

入 るまで ここにとどま ってよいで しょ

う。私 た ちの後 に来 る聖徒 たちは旅行

を続 けることがで きるよ うになるまで

私 た ちの家を使 うことができます」 と

言 ってか ら，彼 は息 をつきま した。人

々は次 に彼が何を言 うか と思い， シ ー

ンとな って彼の言葉 を待 ち ま し た。

「私 はキ ャンプをグル ープに分 けよ う

と思います。 １００人 は木 を切 り４８人 は

家を建て１０人 はへいを作 り，１２人 は井

戸を掘 ります。 そ してさ らに１０人 は橋

をかけます。残 りの １７５人 は原野を切

り開 き，木製 のす き作 り， それか ら穀

物 を うえます。」

トミーはヤング大管長が話 し終わ る

とす ぐにおかあさんの ところへ走 って

行 き， その新 しい計画 について話 しま、

した。 「それ はお互い助 け合 うの にと

て もよい方法 ね」 と， おか あさんは言

いま した。 「もしノーブーにい る人た

ちが， ここには食料が あって，病 気の
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ときには ここで休 め るとい うことを知

った ら西部 に移 って来 るか も知れ ない

わ 。」

「もしこの ことを知 った ら
，たぶん

みんな来 るよ。」トミーは ノーブーにい

た ころ友達 と楽 しく遊 んだ ことを思い

出 しなが ら目を輝かせ て言 いま した。

「ここにあの人 たちが はいれ るよう

な家 があ るってど うや って あの人た ち

に知 らせ るの」 とべ ッツ ィーがたずね

ま した。

『指導者 の兄弟 たちが知 らせ ると思

うわ」 とおか あさんが答：えま した。

ち ょうどその時 おとうさんが これか

らす る仕事 に胸をお ど らせなが ら， キ

ャンプの中 に入 って きました。 「私 は

家 を建 てるん だ。」 お とうさんは う き

うき した声で話 し， 「トミー，お前 も

手伝 って お くれ」 と トミーに声をかけ

ま した。

「ワー」 トミーは
，思わず叫 びま し

た。 トミーのおか あさんは， この ２人

がい っ しょに歩いて行 くのを笑顔 で見

てい ま した。

何週間 も忙・しい 日が続 きま した。毎

朝 キャンプの人たちは ラッパの音で 目

が さめま した。だれ もが朝食 を食べ終

わって，朝のお祈 りがすむ と， す ぐ仕

事 に取 りかか りま した。 ２週 間 もしな

い うちに，そ こには家 が立 ち， へいが

作 られ，橋がかけ られ，井 戸 が 掘 ら

れ， まるで長 い間人間が住 みつ いて い

た小 さな村の ようで した。 そのまわ り

には耕 して平 らにされた小麦畑 が， あ

りま した。

トミーとべ ッツ ィーは，収穫 には，

パイやケ ーキが食 べ られ ると思 いま し

た。 ２人 が とうもろ こしの粉で はな く

本当の小麦粉 で作 ったパンを食べ た（ｐ

はずい分前 の ことで した。彼 らは時 々

それを食 べ るよ りはよい と言 って， お

なかをすかせ たままで寝て しまうほ ど

とうもろ こしにはあきあき していま し

た。

トミーは 自分で手伝 った家 のことを

考 え るとうれ しくな りま した。それ ら

の家 は丸太 を積 み上げて作 った もので

した。 トミーの仕事 は丸太 のす き間に
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泥 と草をつめ ることで した。 トミーと

べ ッッ ィーがお とうさんやおかあさん

とい っし ょにその家 の １つに引 っ越 し

て来た 日は とて もしあわせで した。 お

とうさんは部屋 の中央 にお くテーブル

と， い くつかの長 いすを作 り，また部

屋 のか たす みに荒 けず りのベ ッ ドのわ

くを作 りま した。ベ ッツ ィーとおかあ

さんは細 い長い ロープをベ ッドの前後

左右 に編んで スプ リングを 作 り ま し

た。そ の編み 目は ６センチ四方にな り

ま した。

「ベ ッ ドが
，やわ らか くてふかふか

す るわ 。」ベ ッツ ィーはそれに こしをお

ろ しなが ら言 いま した。

「かたい板 の上 で寝 るよ りいいね
。」

トミーは荷 馬車 の中 のベ ッ ドを思 い出

して菖 いま した。

いろいろな物 を置 き終 わった時，ベ

ッツ ィーは，新 しい家を ぐるっと見回

しま した。暖炉 には火が燃 え，肉入 り

３６４

の シチ ューは炉 の上 で ぐつ ぐつにえて

いて テーブルには夕食 のために用意 さ

れた きれいなテーブル クロスがかか っ

ていま した。 「すて きな家だわ， ここ

に長 い間住 めるようにな った らいいわ

！」 と彼女 は言 いま した。

しか し トミーとべ ッツ ィーはその家

にたった ３週間住 んだだ けで した。 ６

月 １日，お とうさんは トミーたちに，

「私た ちはけ さカウンシル ・ブ ラフス

に出発 しなければな らないんだよ。 ヤ

ング大 管長 は，私 たちが カウンシル ・

ブラフスへ行 って ここで したよ うに穀

物を うえてほ しい とおっ しゃって いる

んだ。」．

トミー とべ ッツ ィーは，かな しそ う

で した。 おか あさん は，「私 ちたはい っ

しょにいる限 り， どこに住 もうとそん

な こと問題 じゃないわ。家庭を作 るの

は人 々が住 む場所 ではな くてお互 いが

持 ってい る愛なの よ。今，大切な事は，

天 のお とう様 が望 んでい らっ しゃる こ

とを行な って，私 たち溶どんなに天 の

お とう様 を愛 してい るかを 示 す こ と

よ」 と言 って彼 らをな ぐさめま した。

家族 は次 の 日の朝 その家を去 るため

に荷造 りを終 わる と，その場所 での最

後 の食事 を しま した。急 に，た くさん

の荷馬車 の音が しま した。 「あれは私

たちに加 わるため にや って来 た荷馬車

隊 にちがいない」 とお とうさんは言 い

ま した。そ して家族 の人 たちは食べ る

のをやめて，新 し く来 た人 々にあい さ

つ しようと，道 に飛 び出 して行 きま し

た。

トミーはその荷馬車 の １台 に，何人

か の友達が いるのを見 ま した。 「エ リ

ザ， エライジャ」彼は大声で呼びま し

た。新 しく来た人たちは振 り向 くと，

歓 声を あげ，荷 馬車 の外 に飛 び出 して

トミーとベ ッツ ィーの方 へ走 って来 ま

した。お とうさんはエ リザ とエ ライジ

ャの家族を夕食 に招待 しま した。 おか

あさんはベ ッ ドの準備 を して エ リザの

おかあさんが横 になれ るよ うに して あ

げま した。 ベ ッツ ィーは， おか あさん

とロープスプ リングを作 った のでベ ッ

ドが とて も寝 ごこちが よいだ ろうと思

うとうれ しくな りま した。

その夜，荷馬車の中のベ ッドに寝 る

前 に， トミーは 「ぼ くはエ リザ とエ ラ

ィ ジャがぼ くた ちの家に住 む ことにな

って うれ しい よ」 と言 いま した。

「私 もよ６ あの人 たちが こんなすて

きなお家 に住 むなんて うれ しいわ」 と

ベ ツツ イーは百 いま したｑ



方 針 と 手 続 き

伝道部渉外代表者 コーラ飲料と知恵の言葉

教会のほとんどの伝道部には，新聞その他の報道機関 と接

触をはかる渉外代表者がいる。そのために，伝道部長は可能

な限 りその地域の教会員の援助を仰 ぐべきである。

祝福師の祝福

祝福師が しばらくの期間ステーキ部を離れたり，死亡 して

祝福を受けられな くなったステーキ部の教会員は，監督およ

びステーキ部長の推薦を受けて，勧められた近 くのステーキ

部のステーキ部祝福師から祝福師の祝福を受けることができ

る。そのような場合に，受ける人が祝福師のステーキ部まで

出向 くべきである。そのために祝福師が自分のステーキ部を

離れて他のステーキ部へ行ってはならない。新 しい祝福師が

指名されたり，祝福師が健康を回復 したり，旅行から戻って

きて働 くことができるようになる時まで，この方針に従 うべ

きである。

メキシコの教会学校

メキ シコの学校管理役員 ジ ョージ ・Ｌ ・ター リー兄弟 によ

れ ば， メキシコ共和国内の教会学校 の今年度登録生徒数 は，

７，６１５名であ る。 メキ シコの法律 に もとづき， 学校 は教育文

化協会 とい う意味のＳｏｃｉｅｄａｄＥｄｕｃａｔｉｖａｙ Ｃｕｌｔｗａ１．Ｓ．Ａ．

と名付 け られた法人組織 とな ってい る。 メキシ コ最大 の教会

学校は，連邦地域 の北部 メキシコシテ ィー近 くに あるＣｅｎｔｒｏ

Ｅｓｃｏｌａｎ Ｂ ｅｎｅ軌ｅｒｉｔｅｄｇｌａｓＡｍｅｒｉｃａｓ”で ある。そ この収

容可能人数は４，５００名で あり，登録 は２，０００名であ る。

教義と聖約８９章あ知恵の言葉は，今 もそこに記 される通 り

言葉 も事項 も変わってはいない。知恵：の言葉には，教会初期

の兄弟たちに 「熱き飲料」はお茶とコーヒーを意味すると述

べ られた以外，公の説明がなされていない。コーラ飲料に関

して教会は公的に立場を言明してはいないが，教会指導者は

以前から，そ して現在は特に，習慣性を持つ害になる薬品を

含んだ飲料をとらないように勧告 している。体を害する成分

を含む飲料は避けるべきである。

月曜日は教会活動を行なわず，

っておくこと

家庭の夕べのためにと

神権会報１９７０年 ９月号の，月曜の夜は家庭の夕べを行なう

べきである， との発表の中に，次のよ『うに記されている。

神殿の活動，若人のスポーツ活動，学生 の活動など，神権

プログラムや補助組織プログラムの責任者は，月曜日の夜は

家族がそろって家庭の夕べを行なうことができるように，全

教会を通 じて教会活動を行なわないようにという決定に注意

するべきである。

ウー ド部あるいは支部の家庭の夕べのような集まりは，家

庭の夕べと銘打たれているため月曜 日に行なってもよいと考

える人があるが，いかに良い会であっても，そのような活動

は他の日に計画するべきである。 ．

もし良いと考えられるならば，監督あるいは支部長の指示

のもとに，独身者が集まって家庭の夕べを行なって もよい。

またもし良ければ，親類同志家族が集まって家庭の夕べを行

なうこともできる。
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あなたは驚 くか もしれない。人生には大きな決定というも

のはないのである。さほど重大でない決定が幾つも重：なって

現在の我々がある。

なぜ私がそのように言うかといえば， １つの理由がある。

私は，予期せぬむずか しい決定に遭遇 したある少年を知って

いる。彼は１５歳になる年の夏の終りにその問題に 出 くわ し

た。夏中同じ州に住む叔父の農場でアルバイ トをして帰って

きたばかりの時であった。

彼は家に帰ってか らはじめて聖餐会に出席 した。集会が終

ってから，何かの用があり，彼は数分その場にひきとめられ

た。彼が教会の外へ出ると，友人たちはグループになって立

っていた。彼が近づいて行 くと，何や ら話がまとまったらし

い様子であった。グループに加わった彼は，一見何ともない

質問を受けた。 「君 もぼ くらといっしょにやるかい ？」

彼は 「何を ？」 と尋ねた。

「ちょっぴりビールを飲むんだ」

その答えは彼 にとって大きなシ ョックであった。彼はその

ようなことを考えてみたこともなかった。グループの友だち

はいい少年ばか りであった。彼は，その質問はまったく突拍

子 もないことだ と思った。彼の知 っている友人たちらしくな

いことであった。夏中友だちと離れて過 ごしたが，その時の

彼は以前の彼 とそう変わっていなかった。 しか し，何かが起

きて友人たちは変わって しまったのであった。彼 らは前 より

大人になって世なれたように思えた。その驚 きは，返事をす

る前に，彼をたじろがせた。一瞬のうちに心にいかに多 くの

事柄が思い浮かぶことか。彼 らは少年の友人であった。敵で

はなかった。彼は一人一人をよく知っていた。初等協会や日

曜学校 にいっしょに出席 し，共に歌い，同 じ日曜日にいっし

ょに執事に聖任 された者 もいた。幾度 とな く聖餐のパスを行

ない，学校でも仲良 く活動をした。模型飛行機を作った り，

ゴムのピス トルで遊んだ者もいた。 こんなに単純な質問で，

いい仲間たちとの仲に水をさされて良いものだろうか。

自分の年令では，友だちや知人が非常に大きな位置を占め

ている。友だちと 「同 じに」なりたいという気持がある。そ

れに，遊びをいやがって女々 しいと思われた くはない。その

上， もしいやだ と言えば，自分 １人が仲間と対立 して しま

う。

このような老えが彼の脳裏をかけめ ぐったが，心には別の

考えが強 く根ざしていた。どんなにやりたいことでもしては

いけないという理由があった。それは正 しくないのである。

自分の内ふら勇気がわきおこり，彼は 「いやだよ。ぼ くは行

かない」と答えたＯ 「 ～

一グル』プな，通りを越え七，「計画通 りビア ・ホールの方へ

向かって行 った。友である少年は，ひとり立ちつ く して い

た。彼は 「人がひとりでいるのは良 くない」という主の言葉

を思い浮かべなかったであろうが，その言葉の意味を自分な

りに新たに理解 したことであろう。彼はそれ以後，その言葉

の真実なことを理解 し，我々には正 しいことを信 じて守 る真

実の友が必要なわけを知ったのである。

彼は１６歳になるのも間近い少年であったが，家に向かいな

がら，涙を浮かべていた。母親が何かのあったことを感 じて

彼に尋ねた。

「どうか したの？」

彼はついいましがたの経験を話 して しまった。

「あなたは正 しいことを したのよ。」母親は彼を力づけた。

少年は， 「そうだ といいんだけど」と答えた。

母親が再び， 「あなたは正 しい決定を したのよ。あなたは

きっとわかるでしょう。祝福されますよ」と言 った。

その出来事があってからの日々は，そう楽 しいものではな

．かった。気持をたてなおさな くてはならなかったし，新 しい

友だちもす ぐにできるわけではなかった。学校で以前のグル

ープに入ろうとすると会話がぴたっとやむことは，どうしよ

うもな くつ らいことであった。高校 と近 くの工業デザイン所

の往復は，さび しいものであった。以前によ く楽 しんだスポ

ーツなども，せいぜいユーモアをとばす程度に変 わ って い

た。バスケ ットボールの練習の時も，クリアーになってパス

をする時に，他の人なら球をもらおうとするのに自分の時に

はだれ も受けとろうとしないことが，何回かあった。

しかし，だれで も知っているように，時が何 よりもその思

い出をいやしてくれた。昔の悲 しかった思い出はだんだん薄

れていき，心の傷はなおっていった。

やがて以前の友情が，前 とは違った形で戻ってきた。 １年

余りたって，彼はセ ミナリー生徒会長に選ばれ，翌年には校

内の指導者 となった。

そ して ２年後，彼はクラスでただ １人，伝道に出た。同級

生の人が翌年 また伝道に出たが，彼の友人たちは １人 も伝適

に出なかった。

そのあとも，青年は教会で数々の責任に召され，働いてい

る。すべての人 と同様，彼の道徳標準や生 き方を試みる試練

は，人生に何回とな く訪れた。 しか しどのような試 しであっ

たかよく覚えてはいない し，印象深 く心に残 るようなことも

なかっ・た。

彼はとりたてて大きくもない経験の中で，正 しいことを選

んだ。そして母親たちがそうであるように，彼の母親は正 し

かった。彼女の言葉はそのまま成就 したのである。 「あなた

はきっとわかるでしょう。祝福されますよ。」
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類 な き

ジ ョ セ フ ・ス
、
、
、 ス

レ オ ン ・Ｒ ・ハ ー ト シ ョ ー ン

１８４４年 ６月２９日，その 日は暖 かい日

で あった。

一隻 の船が ミシシ ッピー川の馬蹄 型

にわん曲 した岸 に近づいて来た。その

岸 には １つ の市が あった。その船 に乗

ってい たひ とりの旅行者 は地図の上 で

その市 を捜 そ うとしたが， ほんの数年

前 に印刷 され た もので あるにもかかわ

触

１８４３年 ノーヴーにおいて撮映され

たものと推定される．予言者ジ ョ

セブ・スミスの初期の銀板写真か

ら描かれた。

らず，その地 図 には出ていなかった。

彼 はそれが ノーヴー市で あることを聞

い た。船 は短時間そ こに立ち寄 ること

になってい た。

船 は接岸 し， その旅行者は，入 々が

長 い列 をつ くって川 のそば にある大 き

な家 に入 るために待 ってい るのを見て

興味 を もった。急 ぎ旅で なか ったので

彼 は ノーヴーに一晩滞在す るつ もりで ‘

あ ると船長 に告げ た。

その人 々の列 の後 ろに近づ くと，人

々は悲 しみに打 ちひ しがれた様子で あ

った。婦人 たちや多 くの男性が泣いて

いた。

そ こで彼 はひ とりの人 に近づいて言

った。 「す みませ んが， この列 は何で

す か。」

す るとその人 は，驚 いて彼 を見 あげ

た。 「ご存 じないのです か。」

「た った今
，船で ここに着 いたばか

りの者 なんです 。」

「あ 、それで。私 たちは， ２日前 に

殺 され たジ ョセブ ・ス ミス中将 とその

兄弟であ るハィ ラムの遺体 を見 るため

に待 ってい るのです 。．１

「ス ミス中将 です って」 と， その訪

問者 はいぶか し気 に言 った。

「そ うです
。彼 は ５，０００名 の兵 を持

つ ノーヴー軍 団の中将 です。」

「彼 らのほかに何人殺 され たのです

か」 と，その訪 問者 は尋 ねた。

「それだ けです。 おそ らくジョセブ

はそのため に死んだのです。彼 は敵が

彼 の命だけをね らってい ると考 えてい

た のです。彼 が死ねば，血 に飢 えた者

たちは満足 して残 った私 た ちを殺 さな

いだ ろうと彼 は考えてい ま した。 ジ ョ

セブは兄 のハイラムには生 きていてほ

しかったのですが，ハ イラムは ジ ョセ

フのそばに残 ると言 いはったのです」

「どんな問題が原因で彼 らは殺 され

たので すか」

「ええ
， 『ノーヴー ・エクスポジタ

ー』紙 を論 ば くしたとい うのがその理

由です。 その新聞社 はジ ョセブに反対

す る者 たちが所有 して おり，彼 らは中

傷 と扇動的 な記事 を書 き，偽 りを告げ

て いま した。 そ して， ジ ョセフ ・ス ミ

スに対 する憎悪 をか きたて ようと した

のです。 そ こで，そ の新聞 の発行停止

の命令 が市議会 とジ ョセブ ・ス ミス市

長 か ら出され ま した 。」

「ジ
ョセフ ・ス ミスはこの市の市長

もしていたのですか 。」

「はい
。」

「この町 は とて も新 しいで しょう
。

私 の地 図に出て いません よ。」

「ええ
，新 しいです。 ６年前 には，

ここには沼 しか あ りませんで した 。」

信 じられ ない とい うふ うに，そ の旅

行者 は頭 を振 った。「美 しい市 です ね。

川 をのぼってきた時，農場 と家畜 の囲

いが町 の外 にあるのを見 ま した。」

「ええ
， ジ ョセフはそ のように市を

計画 したのです 。」

「ジ ョセブが この市を計画 した ので

すか。」

「はい
， そのために， ほとん ど農夫

の この市 の人 々は便利 な生活を送 るこ

とができます。 また，私 た ちは一緒 に
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交わ り， お互 いか ら学ぶ ことがで きる

のです よ。」

次 にその旅行者 は，広 くて まっす ぐ

な通 りとしっか りと建て られた家 々に

心を向け，建築中 の大 きな建物が何で

あ るのか不思議 に思 った。す るとそれ

は神殿 であ り，市 の最 も見晴 ら しの良

い地 に建 てるよ うにジ ョセブが設 計 し

た と告 げ られ た。

「ジ
ョセブ ・ス ミスが神殿を設 計 し

たです って」 と，彼 は叫んだ。そ して

言 った。 「あなたは私 に，彼が どうし

て死 ななけれ ばな らなか ったか話 して

い るのです よ。」

「ええそ うです
。『エ クスポジター』

の話 です ね。で も，問題はず っと以前

に始 まったのです。 ジ ョセ フが古代 の

記録 を翻訳 した時か らです 。」

「彼 は翻訳者だ った のですか。その

古代 の記録 の翻訳で何が起 こっ虎 ので

すか。」

「それ は出版 され
， モル モン経 と呼

ばれ ています 。」

「ほかに も何か 出版 したのですか
。」

「ええ
，教会 の大管長 と して ……」

峯

「教会の大管長 ？」 と，その訪問者

は叫んだ。

彼は驚いて尋 ねた。 「それ はどんな

本 ですか。」

「予言者 ジョセブ ・ス ミスに与 え ら

れた啓 示の書 です……」

「予言者 ジ ョセフ ・ス ミス で す っ

て 。」

「はい
。彼 は若 い時に，父 なる神 と

復 活 された御子 イエス ・キ リス トが現

われて，彼 と話 を されま した。実際 に

迫 害が始ま ったのは，ジ ョセブが大 き

な喜び と熱意 を持 って隣入 にその示現

を見た ことを告 げた後で す。 ジ ョセブ

だ けでな く，彼 に従 うすべて の人 々 も

迫 害 されま した。あなたが ここで会 う

ある人 々は，そのためにニ ューヨー ク

州やオハイオ州 ， ミズ ー リ州 の家 か ら

追い出 されたのですｂ ミズー リ州 で被

った損 害 に対 して，私 たちは全 く償 い

を受けませんで した。 ジ ョセフは賠償

を得 るように努めま したが拒否 され ま

した。彼が合衆：国の大統領候補 となっ
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ノーヴー軍団の予

言者の制服につけ

られたベル トのバ

ックル

ジョセブ ・スミス

自身の手になる教

義と聖約７２章の最

初の写し

ジ ョセブ・スミスの初

期の銀板写真から描か

れた画

畿

鰍 ン 「綴 爲 癩 図、・嘱 ．．詠 ．鉱 虚 ふ 一 、、 ＿ 、

／〆藻蘇 麗瞬鑛 ∴ ご鷺∴㌻１
・趣 恥 轍 ㌔ 晒 灘 鞠 許纈 ノや・ ・編 磁 ・寓 轟 識 み 帽 ４ン硲

、１潔 な耀 轟 欝論壕瓢 二乳翻 劉

葵灘１灘溝駕
ジ ョセ ブと ハ イ ラ ム の

こ の 版 画 は ヨー ロ ッパ

と ア メ リカ で広 く発 行

さ れ た。

初版のモルモン経

た第 １の理由 はそれです。」

「合衆 国の大統領 候補 です
って。」彼

は当惑 して叫 んだ。

送葬者 は続 けた。 「ジ ョセブが不承

不承家族 に別れを告げ，神殿 と自分の

農場 を見 つめて「これは最 も美 しい地，

天 が下 で最 もよい人 々で ある』 と語 っ

たのは ４日前 で した。 それか ら，彼は

敵 に身 をまかせ るためにカーセージの

役所 があ る地 に馬車で 向か っ た の で

す。 その時彼 は 「わた しは今 ほふ り場

に引かれてゆ く子羊 のよ うである。 し

３７０

予言者のピストル

か し，私 の心 は夏 の朝 のよ うに穏かで

ある」 と言 って出かけたのです。彼 は

保護 と公 平な裁判 を約束 されたのです

が， ２日前 の ６月２７日に，顔 を黒 く塗

った １００名 以上 の一団 がその牢獄を襲

いま した。そ して数 分後 にジ ョセブ と

ハイ ラムは死 にま した。」

「彼は何歳 で したか
。」

「３８歳 です
。」

そ の訪問者 は信 じられない様子 を示

し，心 の中で考えていた。 「中将，翻

訳者，著者，市長，予言者 ，教 会の大

管長，市の計画者 建築家，大紅領候

補。 この ジ ョセフ ・ス ミス とはどんな

人だ ろう。」

以上 の場面 は仮想の ものであ る。 し

か し，多 くの人々は ジ ョセ フ ・スミス

につ いて これ らの ことを考 えた ことが

あるで あろう。１７歳 の時に ジョセフに

与 え られ たモ ロナイの予言は成就 し，

彼 の名前 は 「あ らゆ る国民，あ らゆ る

血族， あ らゆ る国語の民の中に善 くも

悪 しくも覚 え られ， あ らゆ る人 々の中

に善 くも悪 しくも」語 られて きた。

（ジ ョセブ ・ス ミス ２ ：３３）

文 明社会 には， モル モンとジ ョセ フ

・ス ミスにつ いて聞い たことのない人

々が住 む所 はほ とんどない。 ４，０００年

前 に， エジプ トに売 られた あの有名な

ヨセブは語 って いる。 「しか してかの

聖見者 には私 と同 じ名がつ け られ， ま

たその名 は彼 の父 の名 をとってつ け ら

れ る。 また主が この聖見者 の手 によっ

て起 した もうことは，主 の能力 によっ

てわが民 を救 うもので あるか ら， この

聖見者 は私 に似 た者で あろ う。」 （皿ニ

ーファ！イ３ ：１５）

主 であ り救 い主 であ るイエス ・キ リ

ス トと我 々の罪 を瞭 う主 の犠牲 に関す

る多 くの予言 を除 くと，実際末 日にジ

ョセブ ・ス ミスに よって開始 され る業

の予 言は聖書の予言 としては他 のいか

なる もの にも増 して多い。

ジ ョセブの死後 ，主 は次 の言葉 を書

き留 めて聖典 に含 め るように命 じられ

た。 「主 の予言者 に して聖 見者 な るジ

ョセブ ・ス ミスは，ただイエス ・キ リ

ス トを除 くのほか， この世 に生 を受 け

た る何人 よ りもこの世 に於け る人類 の

救 いに尽 した り。」 （教義 と聖約 １３５：

３）

ジ ョセブ ・ス ミス，Ｊｒ． について今

までに聞いた り，読んだ り した ことの

ない人 はあま りいない。彼を知 ってい

る人 々はその生涯 と生涯 の出来事を引

用す る。 また末 日聖徒 を愛 し関心を抱



いてきた人 々は， １００年 以上 にわたっ

て 絶えずい ろい ろな事実を 集 め て き

たＱ

あなたが普通 の末 日聖徒 の読者で あ

れば，最初 の示現や 金版 とそ の翻訳に

ついて記録 され た話 をすで にほ とん ど

知 ってい ることで あろう。 アロン神権

とメル ケゼデク神権を回復 したバプテ

スマの ヨハネお よび ペテロ， ヤコブ，

ヨハネの訪れ， またその他過去 の有 名

な人 々，すなわ ちアダ ム， ノア， モー

セ， エラ・イジャ，エ ライヤスその他 の

実際の訪 れ についての話 も知 っている

ことで あろ う．あなたは，数百 に及ぶ

啓示 ， モルモ ン経 とアブ ラハムの書，

教会の多 くの教義， ジ ョセブが救い主

の名を付 けて設立 した組織で ある末 日

聖徒 イエス ・キ リス ト教会，お よびバ

プテスマか ら神殿 の儀式 まであなたの

救 いのためにあるこの教会の儀式 につ

いて知 ってい る。 また，その他数多 く

の事実や話，史実な どを知 ってい るこ

とで あろう。

で は，何 か新 しく知 ることのできる

ものがあ るだろ うか。新 しいだ けで な

く， ここで取 り上 げるに十分 な価値 と

意義 のあ るものが あるだ ろ うか。何か

あ ると思 う。多 くの学者やその他の人

磯
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予 言者 の 署 名が あ る カ ー トラ ン ド

セ イ フテ ィー ソ サ イ エ テ ィ ー銀 行 紙 幣

々が多 くの事実や話を集めて きたが，

新 たな気持 ちで調べ ると，新 しい視野

が開 けて くるのであ る。

我々は ６巻 に及 ぶ教会歴史記録 を読

み，そ こか らジ ョセ フが家族 について

また家族 をどのよ うに世話 し，愛 した

かについて記 した箇所 を捜 して きた。

次 の文 は，教会歴史記録か ら順 不同

に抜 き出 した もので ある。 あなたが ジ

ョセフ ・ス ミスについて これまで何 を

聞き， また何 を考 えて こようとも， こ

れ は人生 に実際 に関連 す る何 かを新 し

い方法で提示す るものであ ると思 う。

これ は我 々を取 り巻 くすべての人 々に

相対す る方法を示 してい る。

妻エマについて

「…私は愛するエマに手を伸べた時

言い尽 くし難 き喜びと，胸にふ くらむ

喜悦を味わった。彼女は私の妻であり

また私の青春の妻であり，心の悦びで

ある。経験す るように命 じられた多 く

の出来事をしばらく思いめ ぐらすと，

私の心には多 くの事柄が思 い 出 され

た。時折起 こった労役や労苦，悲 しみ

や苦 しみ，喜びや慰め，これらは我々

夫と子供たちを畑から呼び

戻すために予言者の母が使

った夕食の合図の鐘

の人生行路 にふ りかか り，我 々の結 び

付 きに報 いを与 えた。 おお， その時 に

私 の心 に何 といろいろな思 いが交錯 し

た ことであろ う。妻 は今再び ここにい

る。 ７度 目の困難 に もかかわ らず，不

屈 で，確固 としてお り，動揺す ること

な く，変わ ることのない，愛情 深いエ

マ。」 （５ ：１０７）

「エ マと一緒に馬車 に乗
って農場 へ

行 った……その 日の残 りの時間は家 で

過 ご した。」 （５ ：３０７）

「夕方
，エマ と一緒 に馬車 で出か け

ナこＱ」 （５ ：３６０）

「エ マと一緒 に
，店 まで歩 いて行 っ

ナこｏ」 （５ ：２１）

「いろいろな事柄 について エマと話

す ことによ りほ とんど午前中を過 ご し

た……幸福 な気持 ちと非常 な楽 しさを

味 牙つっナこｏ」（５ ：９２）

「買物 をす るために
，妻を連 れて ウ

イ ロー フビーまで馬車で行 った……」

（２ ：２９０）

「エマと一緒 にそ りで出か け た
。」

（６ ：１７０）

「集会 の後
，エ マと出かけた。木 々

は芽吹 き始めていた。」

「午後
，エ マと一緒 に出かけた…桃

の木が美 しい。」（６ ＝３２６）

「今 日
， エマが病気 にな り，熱が出

始めた。終 日家 にいて，彼女 のそばに

３７１
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６月 ２７日

ジ ヨセ ブ ・ス ミ ス の 略 歴

（１８０５－ １８４４）

’ ト州 シ ャ ロ ンで 生 まれ る
．

するような病いに見舞われたが，骨を一．一部切開するだけ

よって救われる．この時，生涯の特質とも言うべき並み

勇気とやさしさを示す。

その御子イエス ・キリス トにまみえて話を交わす．

ロナイの訪れを受け，ニーファイ人の記録の存在を告げら

・ヘー ル と結 婚 す る。 金 版 の 管 理 を 任 され る， 翻 訳 を 開 始 す

臨
ヌ マの ヨハ ネ か らア ロ ン神 権 を受 け， ペ テ ロ， ヤ コ ブ ， ヨ

重 メ ル ケゼ デ ク神 権 を受 け る
．

劉 、モ ン経 の 出版 。 教 会 を設 立 す る。

牙ハイオ州カー トランドへ移る。 ミズー リ州インデ ィペンデ ンス

で神殿の敷地を献納する．

大神権の長に支持される．

大管長会を組織する．多 くの啓示を受ける．知恵の言葉として知

られる啓示を受ける．

オハイオ州からミズー リ州までシオンの陣営と共に行 く．両 与の

地における聖徒を立てるために多大の努力を払 う．

十二使徒と七十人が聖任 される一教義 と聖約が聖徒たちに受け入

れられる．

カー トラン ド神殿を献堂する．イエス，モーセ，エラィジャの訪

れ。

ミズー リ州へ移る． リバティーの獄へ投獄される。

リバティーの獄中より教会を指導する、 ノーヴーの建設始まる．

聖徒たちのノーヴー集合に関する命が出される。 ヨーロッパの聖

徒たちを合衆国へ移住させる機関を計画する。

アブラハム書を出版する。やがて起こる聖徒たちのロッキー山脈

への移住を予言する。

反モルモンの抑圧と法の圧力が強 くなる．、永遠の結婚に関す る啓

示を記録する。

午後 ５時１５分少 し過ぎに，カーセージの獄で兄のハイラムと共に

銃撃 されて殉教する，

３７２
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つ いて いた 。」 （５ ：１６６）

「エマは あま り良 くな らない。終 日

彼女 のそば にいた 。」 （５ ：１６６）

「エマは少 し良 くな った
。終 日彼女

のそば にいた 。」 （５ ：１６７）

「エ マはまた非常 に悪 くな
った。私

自身 も少 し気 分がす ぐれない。」（５ １

１６９）

「愛す るエマの容体 はさ らに悪 くな

った……私 も気分 がす ぐれ ない し， エ

マの ことが心配 であ る。」 （５ ：１６７－

８）

「エマは少 し良 くなった
。私 もさわ

やか な気持 ちで気 分 が 良 い。」 （５ ：

１６９）

「……エマはゆ
っ くり回復 にむか っ

てい る。」 （５ ：１６９）

「エ マの健康の ため に一緒 に神殿 に

行 った。彼女 は急速に良 くな りつつあ

るｏ」 （５ ：１８７）

「エ マと 一緒 に 神殿 に出かけた
。」

（５ ：１８３）

子供 た ちについて。 ジ ョセブとエマ

には，幼少 の時 に死んだ子供が ６人い

た。 その内の ５人 は実子で あり， １人

は養子 の息子 であった。 また，成人 し

た子供 も５人いた。 ４人は実の息子 で

あ り， １人 は養女で あった。 しか も，

最 後 の子供 は予言 者の死後 ５ヵ月 して

生 まれ た。 ・

「子供 たち と一緒 に農場 に行 き
，暗

くな るまで帰 らなか った。」（５ ：１８２）

「夕食後
，妻 と子供 たちを連れ て出

か けた……」（２ ：２９７－８）

「午 前中
，子供 たちを馬車 に乗 せて

楽 しい遠乗 りを した。」（５ ：３６９）

「一 日中
，家族 と一緒 に家 で楽 しく

過 ごした……」 （２ ：３４５）

「家 にいて
，家族 と共 に非常 に楽 し

い 日を送 った。」（２ ：４５）

「家族 内の言葉使 いを教え るた めに

フ ァイアサイ ドを して，夕べを過 ご し

た。」

「午後 ４時 に私 自身の運 動 と して氷

すべ りをす るために， フレデ リックと

一緒 に出か けた
。」 （５ ：２６５）

父親が病 気の時，彼 について次 のよ う

に記 してい る。

「父を訪 問 し
，彼 が非常 に弱 って い

るのを知 った……」 （２ ：２８８）

「家 にいた
。非常 に心配 しなが ら父

の看護 を した。」（２ ：２８９）

「家 にいた
。父 に付 き添 っていた 。」

（２ ：２８９）

母親 につ いて

「母が私 の家 に来 た
。」 （５ ：２７１）

「一 日中家 にいた
。母 が肺炎 にな り

母を看護 した ……」（５ ：２９０）

「母の健康 のために
，彼女 とそのほ

か の人た ちを連れて乗 馬で出かけた。」

（６ ：６５）

ジョセ ブ・スミスが少年時代に

目にしたと思われる聖なる森。

「まだ病気で ある母の世話をす るた

めに終 日家 にい た。」 （５ ：２９８）

兄弟 に対 して次 のように愛 ある言葉を

記 して いるＱ

「ハ ィラム… …私 は死 よりも強い愛

で彼を愛 してい る。私 は １度 も彼を非

難 した ことはない し，彼 も私 を しか っ

た ことはない……」 （２ ：３３８）

アル ビン ： 「私 は胸 い っぱいになっ

た悲 しみを よ く覚えてい る。彼 が死ん

だ時，私 の幼 い心 は張 り裂 け るほどで

あ った 。」（５ ：１２６）

ドン ・カル ロス ＝「彼 は麗 しく，気

だてが よ く，親切 で，徳高 く，信仰深

く，正直 な子供 であった。彼 の霊が行

く所 に私 の霊 も行 こう。」（５ ：１２７）

順不 同にあげ たこれ らの文で十分で

あろ う。 ジ ョセブ ・ス ミスに関す る話

をす る以上 に，彼 が愛情深 く，世話 を

よ くし，他 人の ことを案 じる人で ある

ことが よ くわか る。彼 は忙 しすぎて入

々のために何 かがで きないよ うな人 で

は決 してなか った。例 えば，家族 のた

めには よ く尽 した。

後年， パ ーレイ ・Ｐ ・プ ラッ トは次

のよ うに書 いて いる。 「父 と母，夫 と

妻，兄弟 と姉妹，息子 と娘 の親愛 な関

係 を重 ん じる術を教 えて くれたの はジ

ョセブ ・ス ミスで あった 。」

我 々はみな，現在一緒 に生 活 してい

る家族， あるい はどこかで生 活 してい

る家族 を持 ってい る。 ジ ョセ フ ・ス ミ

スが家族 全員を どの ように気づか って

い るか洞察 し，今年 あなた 自身 でそれ

を試 みて ごらんなさい。 あなたが行 な

って始めて， あなた と家族 に非常 に大

きな幸福が もた らされ るのである。
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質 疑 応 答
この記事は，教会の教義を教えるためではな く，

読者にとって参考とな り何らかの助けを与えるた

めのものである。

「「あなたの隣 り人 を愛せよ」
， とは どうい う意味です

か 」 （マ タ イ ２２：３９）

これは，人がキリス トの福音について尋ねるうちで，最も大切な

質問でしょう。イエスは，この考えを宗教生活の中心に置かれたし

（マタイ２２章）パウロはもし愛がなければ，いっさいは無益である

と述べています。 （１コリント１３章）

神のみが愛の完全な意味をご存じです。 しかしわれわれは，福音

３７４

の中心となるこの教えに対する理解を深め，より一層それに沿って

生活 しようと望むことはできます。

兄弟愛を定義づけるのは容易ではありません。愛には多 くの種類

があるので，兄弟愛はこうではないと否定することから始めましょ

う。兄弟愛はロマンチックな愛ではありません。つまり，異性の誰

かに感 じる強 く激 しい感情ではありません。ロマンチックな愛は人

の生物学的性質に基づいているもので，たとえそれが理想的なもの

高揚されたものとして経験されるにしても，それは兄弟愛ではあり

ません。他の種類の愛によって高められなければ，ロマンチックな

愛は，不安定で，気まぐれで，利己的，所有欲が強 くて，しっと深

く，ねたみがちなものになりやすいものです。それとは対照的に，

パウロはキリス ト教徒としての愛について，それは， 「ねたまず」

「自分の利益を求めず」と語っています
。

兄弟愛，それは友情の一部でありうるかもしれませんが，友情と

同意語ではありません。互いの交友関係を喜ぶ友人同志は，秘密を

守りあい，忠実で，信頼がおけ，互いに多 くの関心を分 け あ い ま

す。友情は互恵的なものです。

兄弟愛はロマンチックな愛や友情よりも更に非利己的 な もの で

す。キ リス ト教徒としての愛をもつ者は，他人の福祉に心からの関

心をいだきます。他人の利益のために自分の生命をも失います。キ

リス ト教徒の生活は変わる，すなわち他の自我が中心になります。

愛を示された人が，その愛に感謝しようが，しまいが，あるいはそ

の愛にこたえようが，こたえまいが，問題ではありません。なぜな

ら兄弟愛はそれ自身培われていくからです。兄弟愛は愛する人の側

に全面的に存在 しており，ロマンチックな愛や友情のように，その

存在を保つのに，愛した相手の反応を必要 とはしません。

人に兄弟愛があるかどうかは，イエスが例証 された次の言葉によ

って真にためされます。 「あなたの敵を愛 し，あなたをのろう者を

祝福 し，あなたを憎む者に良き事をなし，あなたを恨み迫害する者

のために祈れ」。（マタイ５：４４欽定訳より和訳）

兄弟愛は，他の二つの種類の愛 と違 って公平であり，したがって

普遍的です。兄弟愛をもつ者は，どのような人にでも，すなわちす

べての人に関心をいだきます。罪人であろうと聖徒であろうと。魅

力があろうとなかろうと。信仰，種族が同じであろうとそうでなか

ろうと。事実，もし誰かが，人を選んで愛するようなことがあれば

その人は兄弟愛で愛す機会を失 っているのです。

兄弟愛はあらゆる種類の愛のように，本質は感情的で情緒的なも

のです。 しかしまた，知的な要素ももちあわせています。敵対する

者，反発する者に善良さを求め願うのには，反省 と自己修養が必要

です。それゆえ兄弟愛は，学び続けられてゆかねばならないと信 じ

ます。兄弟愛はロマンチックな愛のように，自然に人の心を打つよ

うなことはありません。それゆえまた，あらゆる愛のうちで，最も

安定しており，永続するものです。

人は，誰かを愛すると，その人の命令はすべてきかねばならない

と誤解します。両親は否ということや，はっきりものをいうことを

恐れたりします。人は，特に若者は，相手の感情を害 したり，愛 し

ていないと思われるのをこわがって，自分の良き判断とは裏腹に，

同僚や仲間の言 うことに屈 して しまいます。兄弟愛は正義と一致 し

て，確固不動のものをもち，他人に関心をいだくなら，時には叱責

さえもするのです。私はある学生を現実にまともに立ち向かわせる

助けをするのに，勇気をふるって，自分に確固とした信念を持って相



手にあたった時，愛について景も素晴しい経験をしたことがありま

した．

兄弟愛 とは，哲学者カントの言葉によると，決して他人を自分の

目的に利するよう扱うことではな く，他人の目的のために働くこと

です．その意味で，商売において，交際において，結婚において，

学校において，また仕事において，われわれは，他人を単なる働き

手 として，われわれ自身の目標を果たすための道具として扱い，濫

用 してはならないのです。かえって，われわれは，他人を全人格者

として扱い，その関心に注意を払い，黄金律を実行せねばなりませ

ん。

「隣り人を愛せよ」という言葉は，今なお福音の基本的な教えで

あり，また人類存在のための根本的おきてです。技術的進歩により

人が相互に緊密になるにつれ，一層隣 り人を愛 してゆかねばならな

いのは厳然たる事実です．もしそうでなければ，この地球での生活

は，ますます困難なものになるで しょう。

ロー エ ル ・Ｌ ・ベ ニ オ ン

ユ タ大 学 学 生 副 部 長

「私の友人は前世の存在について，聖書にはなんら決

定的な証拠が述べられていないと言 っています。この

点について明らかにして下さい」

主題について聖書に述べてあることを話 し，その証拠が決定的な

ものでないかどうか判断 してもらうことにしましょう。

１．イエスはこの世に来られる前に存在しておられた。使徒の ヨ

ハネは，キ リス トを言葉が肉体となりたるもの （ヨハネ１：１４参照）

として述べているが，その著書の冒頭で次のように証している。

「初めに言があった。言は神と共にあった。言は神であった。」（ヨ

ハネ１：１）言葉をかえて言えば，初めにキリス トがおられた。ま

たキリス トは神 と共におられ，キ リス トご自身 もまた神であられた

ということになる。 しかし今の時点で，われわれが目的とする重要

な点は，単に 「初めに」キ リス トがおられたということである。

また使徒パウロはモーセの時代，すなわち，キ リス ト降誕の１２００

年以上も前に，イスラエルの子 らが， 「彼 らについてきた霊の岩か

ら飲んだのであるが，この岩はキリス トにほかならない」 （１コ

リント１０：４）と言 っている。

もし救い主の前世の存在を証拠だてるのに，互に聖書による証拠

が必要であれば，イエスが十字架にかかられる前の晩に，ご自身が

述べられた言葉に注目したらよい。イエスは，前世でうけた栄光を

明らかに切望されて，次のように祈られた。 「父よ，世が造 られる

前に，わたしがみそばで持っていた栄光で，今み前にわたしを輝か

せて下さい。」（ヨハネ１７：５）

このように，イエスが，この世に来臨されるはるか以前に存在 し

ておられたことがわかる。さて，ここで，救い主以外の人々も 前

世の霊の生活を送っていたことを聖書が教えてくれるかどうかみて

みよう。

２．エレミヤはこの世に来る前に存在していた。啓示によって予

言者エレミヤは，自分の霊の前世の存在についてい くらか を 学 ん

だ。主はエレミヤに語られた。 「わたしはあなたをまだ母の胎につ

くらないさきに，あなたを知り，あなたがまだ生まれないさきに，

あなたを聖別 し，あなたを立てて万国の予言者とした。」（エレミヤ

１：５）

上の聖句が述べているように，主はエレミヤが生まれる前に彼を

ご存知であり，エレミヤが生まれる前に彼を聖別 し，たて られたの

で，エレミヤが この世に生を受ける前に存在 していたことは明 らか

になるに違いない。

３．ヨブはこの世に来る前に存在していた。ある時，主は予言者

ヨブに次のように尋ね られた。 「私が地の基をすえた時，どこにい

たか。もしあなたが知 っているなら言え。」

「かの時には明けの星は相共に歌い，神の子たちはみな喜び呼ば

わった。」（ヨブ３８：４，７）

さて，主はヨブに，地の基が置かれる前にヨブがどこにいたかを

告げられなかったが，この質問は， ヨブがどこかに存在 していたこ

と，ヨブのみではなく， 「すべての神の子 ら」もどこかに存在 して

いたことをほのめかしている。そこで，聖書が，われわれは神の子

である （パウロは使徒行伝１７：２９で 「神の子孫」という呼び方をし

ている） と教えていることを想起すると，われわれは，この地球が

創造 される以前，ヨブと共に （またエレミヤや主イエス ・キリス ト

と共に）存在していたと結論せざるを得ないのである。

４．イエスは，使徒らが人間の前世について表明しており，それ

を正そうとはなさらなか った。 ヨハネによる福音書第 ９章で語 られ

ている一つの出来事から，この結論が導かれる。一人のめくらにつ

いて使徒 らはイエスに尋ねた。 「先生，この人が生れつき盲人なの

は，だれが罪を犯 したためですか。本人ですか，それともその両親

ですか。」（ヨハネ９ ：２）使徒たちの質問が，単にこの盲人の男の

両親が，彼が生まれる前に罪を犯 したかどうかを尋ねているばかり

ではな く，この男自身が，生れる前に罪を犯 したかどうか尋ねてい

ることに気をつけて欲しい。この質問は，使徒たちがこの男がこの

世に生まれる前に存在していて，罪を犯す可能性があったのを信じ

ていたことは明白である。

イエスはこの男も両親も罪を犯していないと説明し， （第 ３節）

３７５



驚 くべきことには，この男が前世で存在 していたという使徒たちの

根本的な仮定を否定 しようとも，正そうとも，変えようともなさら

なかったのである。

５．聖書のある聖句は，人の前世の存在に光をあてることによっ

てのみ意味をなして くる。われわれは末日聖徒として，人が前世で

霊の状態にあった時，神の子の三分の一が神にさからい，サタンに

従った ことを知っている。 （教義と聖約２９：３６－３８，モーセ ４：１

－ ４，アブラハム３：２２－２８参照）この知識が，ある不従順な者た

ちが天から追放されたことに関 して述べてあるい くつかの聖句に意

味を与えて くれる。たとえば， 皿ペテロ２：４，ユダ１：６，ヨハ

ネ黙示録１２：７－ ９を考えてみるとよい。

以上説明 したい くつかの聖句が，人間の前世の存在について 「決

定的な証拠」をあなたの友人に与えて くれるかもしれないし，ある

いは与えないかもしれません。しかし私は，もし友人が，神の真理

を心からさが し求めるなら，その人の末日聖徒イエス ・キ リス ト教

会の教義と信条に対する熱心で心からの質問に十分な証拠を与えて

くれると確信しています。

エ ル デ ィ ン ・ リッ クス

ブ リカ ム ・ヤ ン グ大 学

宗 教 教育 助教 授

「宗教教育は学術的教育よ りも大切ですか」

穫

籔

１憩

蜘

今 日，著者にとってこの質問は確かに関心の的です。ダニエルは

われわれの時代を啓示で次のように示された。 「多 くの者は，あち

こちと採り調べ，そして知識が増すでしょう。」（ダニエル１２：４）

パウロはテモテに 「あなたは真理の言葉を正 しく教え，恥 じると

ころのない錬達 した働き人になって，神に認められていることを示

せるよう，学びなさい。」（丑テモテ２：１５欽定訳より和訳）と語り

更に次のようにいっています。

「しかしこのことは知っておかねばならない
。終りの時には，…
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…人々は……常に学んではいるが，いつになっても真理の知識に達

することができない。」ｑ テモテ ３：１，２，７）

現在，知識のための知識の習得について大いなる警告が発せ られ

ています。ある論説者は次のように指摘 しています。

「知識はもはや生活からかけ離れたものではありえない。知識や

教育は，ある専門分野では，それ自身を追求することが目的である

ものもあるが，今日，この二つは生活の中のあらゆるものについて

の知識を高める目的の手段 となっている。」（フォチューン紙！９６４年

１１月号）

ジョセブ・フィールディング ・ス ミス大管長は次のように言って

おられる。 「知識は理性と啓示の双方よりもたらされる。調査と分

析によってできるだけ研究 し習得するよう望まれるが，理性と研究

の領域でわれわれが学ぶ能力には限界がある。神につけることは，

神のみたまによってのみ知ることができる。」

主は，われわが次のような多くの事柄を学ぶよう勧めておられま

す。すなわち， 「天にも地にも地の下にも関わりあること，またす

でに起 りたること，今有ること，近 く必ず起 らんとすること，また

国内に有ること，国外にあること，また戦争，諸国民の葛藤，地上

に下る審判，而 して国々と王国とに就ける知識など も また然り。」

（教義 と聖約８８：７９）

われわれはそこで，もし主の訓戒に従 うなら，学術的な駅究を無

視はできないという結論に達するに違いありません。

しかしこのことは，学術的な研究にのみ専念するという意味では

ありません。主は， 「理論と原理と，教義と福音の律法と，神の王

国に就けるすべての事は更に完全に教えらるる」べきであると述べ

ておられます。 （教義と聖約８８：７８）

あらゆる学術的教育が，宗教教育から分離していると信じてはな

りません。知識が増すにつれ，そしてそれが，神のみたまの導きで

得られる時，われわれは，宗教の教えを一層よ く理解で き るの で

す。

ニーファイの弟ヤコブは次のようにいましめています。 「おお人

間の虚栄と意志の弱さと愚かさよ。人間は学問があると自分は賢い

と思って神の訓戒に耳をかさず，自分独りで解ると思って神の訓戒

をうち捨てるから，その智恵は愚であって何の益にもならず，かれ

らはついに亡びるのである。しかし，人間がもしも神の訓戒に従う

ならば，学問のあるのも善いことである。」（皿ニーファイ９ ：２８－

２９）

われわれが得る学術的な知識は，この世の物質的なことを追求す

るのには益があるが，霊的なことや永遠の真理について得る知識は

この生涯にあって，また神の王国で永遠にわたって幸福に生 きる備

えをさせて くれるのです。

われわれの究極の目標は，永遠の天父なる神のようになるのに必

要なすべての知識を得ることにあります。われわれの精力や能力を

神と神の律法に関する知識を得 ることにそそぎ，いたるところで見

い出せる永遠の真理に沿って生きようとする時のみ，そのような方

向に向って進むことができるのです。

Ｊ 。エ リオ ッ ト ・カ メ ロ ン

十 二使 徒 地 区代 表

ブ リガ ム ・ヤ ング大 学 学 生 部 長



「宣教師の任地は，どのようにして決められるのです

か」

「われらは，福音を宣べ，且つその儀式を執り行 うためには，啓

示 と，権威ある者の按手により，神によりて其任に召されねばなら

ぬことを信ず」

この方針に従 って，どの宣教師も教会の大管長を通じ，神より召

されるのです。アロンが召されたのもこの手続きによります。主の

予言者モーセは，主によりアロンに召 しを与えました。

宣教師の任命にあたっては，多 くの要素があり，その主なものは

宣教師役員会が受ける霊感です。役員たちは，ステーキ部や伝道部

から送られてくる全部の推薦状を注意深 く，祈 りの気持で点検 しま

す。そしてこの役員たちが推薦状を作る時は，次のような多 くの事

柄を考慮するのです。すなわち，適正，年齢，経験，兵役関係，家

庭，財政，健康，語学力，希望度，定足数，入国制限，要望度，国

民性，全般的態度 （受け入れ），全伝道部の必要度，などです。以

上の全要素が十分に評価されて，その人がどこで最 も良 く貢献でき

るかを見定めるのに誠実な努力が払われます。主の霊感を熱心に求

めるのです。大管長の承認を求める試案 （任地について） が作 ら

れ，大管長はそこで召しに署名し，それは各宣教師候補者に郵送さ

れるのです。

スペンサー ・Ｗ ・キンボール

十二使徒評議員会会長

「女性は夫を支持するように教えられていますが，ど

の程度夫に従 ったらいいのでしょう」

末 日聖徒の女性が夫に示す熱烈な支持は，その夫が神の戒めにさ

からって妻を導こうとする時に弱まりかけるものです。けれども，

そのような状況にあってさえ，妻は夫が正 しい方向に向くよう納得

させる責任があります。 もし夫婦が互いに真実愛 しあっているのな

ら，二人はお互いの良き生活と幸福をもたらすのに喜んで犠牲を払

うことでしょう。寛大さ，愛，親切，これらは，大いなる人間関係

を保つのに必要な部分を演じるのです。

夫もまた，妻を支持 し励ましてやる責任があります。モルモン経

典の中で，ある身持ちの悪い夫のことを，ヤコブが嘆いて書いてい

ます。 （ヤコブ２：３３参照）主はヤコブに，その夫らがもし改めな

いなら 「ひどくのろいてこれを亡ぼす」であろうと言われました。

このように，結婚の相手に忠実であって支持する責任は，夫と妻の

双方にあるのです。

けれども主の家は秩序の家です。主は，夫が家の頭となり，妻は

助け手となるよう定められました。もし，妻は誰でもこの役割を受

け入れて，また夫は誰でも，家長として，愛，柔和，権威をもって

自分の役割を果たすなら，結婚生活における多くの不和を取 り除く

ことができるでしょう。

男性は，妻が自分を完全に信じていると思いたいものなのです。

妻は，毎日，夫が家に帰ったら，外の世界の悩みの避け所 となるよ

うに，家庭を備えてお く必要があります。妻は，夫の成功を心から

ほめてや り，話に耳をかし， くじけた時に励ましの言葉を与えてあ

げねばな りません。家庭以外一体どこに，男性を完全に受け入れる

ところがあるで しょうか。

今日，女性は家庭外の多 くの事柄にかかわりあっていますが，妻

はたびたび，夫との関係以上に大切なものはないことを思い出す必

要があります。主は私たちに，一人では日の栄光の最高の位に入る

ことはできないと言っておられます。昇栄と永遠に増 し続けるとい

う栄光は，神の戒めを守った正 しい二人のために用意されているも

のです。愛は培われ，守 られてゆく必要があり，そうして永遠の愛

へ と成長 してゆくのです。

年ごとに，あなたと夫の愛が強 くなり，夫が神権を：尊ぶ姿を目に

し，子供が教会内で活発であるのを見守 り，永遠に共に住む姿を期

待する，このこと以上のしあわせを，．この世で見いだす ことはでき

ません。

ジェレア・シンプソン

ロバー ト・Ｌ・シンプソン

十二使徒補助夫人
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人 生 の転機 となった 日

鍮 ウ ェ ン デ ル ・Ｂ ・ ジ ョ ン ソ ン

「奇跡によ って，１６

才の時の人生のやり ：

直しがきくとしても ・

私はあえてそうしな ．

いであろう。」
》

ユ矧 メイプル トン 妻

１９６４ 多の 小 さ な 町 に ， 観

年の水泳中の事故以 蔓、

来，身体が不随の２３

才の祭司定員会指導

教師がいる。 「彼は

我々の町全部に感化

を与える 人 物 です

よ。」と彼 を知る人

は言う。彼は自分の

指導する定員会を車

椅子や寝床のかたわ

らに集めて，その責

任を果たしてきたの

である。彼の話は，

あなたの人生をも変

えるかもしれない。
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要注意の状態がようやく峠を越 し，私は新 しい部屋に移された。

私は，自分というものを知 るために，また自分の人生に忍び込んで

来た誤 ったプライ ドを追い出すために，過去の人生を振り返ってみ

ることに，多くの時間を費やした。全 く無力な状態から，私は健全

な肉体の大切 さというものを，認識するに至ったのである。奇妙な

ことのようだが，肉体の妨害がなかったならば，自分の霊的な面を

知るのがず っと容易であろう。私の霊的な生活は，この点まで不足

していたのであった。

若者が，いかに悪の道に走り始めるのか，私にはよ くわ か らな

い。私にはあれ以上の幸福な子供時代は，望むべ くもなかった。私

の父は自然を愛し，私たちを戸外の美しさや観賞を通して，育てて

くれたのである。母の方はと言えば，機知や歌によって，私たちの

生活を豊かなものにして くれたのだ。私は教会員として成長 した。

福音の話を好んだ し，執事になることを夢見ていたものだった。私

は自分のバプテスマの日をよく覚えているし，その儀式の時の気持

を忘れもしない。

しかし，私が，教師になった頃，思うに崇敬の念などみじんも持

たない一団の少年たちと一緒になって，後ろに座 り始め た の で あ

る。 この時以来，私は決 して福音に感謝する気もなかったし，聖典

を勉強すべ く，努力 しようとか証を得ようなどという気は，毛頭な

くなったのである。福音や霊的な進歩のない人間が，この世的な物

事に心を動か してい くのは，自明の理であろう。そんな状態になる

のに，大事故を経験 し，三年の月日が経ったが，とにかく，私は高

校の初期に，私の性格の一部となった気紛れと虚偽を通 してでも，

物事を見ることができるようになったし，そういった価値感の多く

が，いかに流動的で浅薄なものでしかないかを，理解できるように

なったのである。

時代は再び１９６４年 ８月のある美しい夏の日まで潮る。陽は早 くか

ら高 く昇り，確かに，大変暑かったが，農作業には好適であった。

わらや乾し草の収穫期だった。私はユタ州 メイプル トンの河の段丘

で，地方の農民に雇われて働いていた。

その日は非常に収穫の多い日であったが，午後もひどく暑かった

ので，私たちはその段丘の乾燥地にある，お気に入 りの入江に泳ぎ

に行 くことに決めた。用水路はこの地方の，生命線の役目を担って

いたのだが，粘土質の堤に水の流れが，うまく小さい水泳用の入江

を作っておいてくれたのだ．そこでは何世代にもわたって，少年た

ちが７，８月の暑い日など，体を冷や して楽 しんでいた もの だ っ

た。噛 ’ ． 、一 、

その入江の東側は，堤が ３メー トル程の高さになっていたかと思
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う。１９６４年のその午後，私がその上に立つと，夏の入道雲が段丘の

方へゆっくりと頭をもたげ，心なしか険悪な雰囲気をかもし出して

いた。

私が水面をのぞき込むと，奇妙な震えが私牽捉えたのである。 し

か し，そんなことを何ら気にとめようともせず，体勢をたて直して

浅い飛び込みになるような形で飛び込んだのだった。ところが，ど

うした加減か，私は空中で転回してしまい，そのまま真逆さまに落

ちて，水申に突き出ていた粘土の突起にたたきつけられたのであっ

た。その時は，水がやや濁っていて，私にはその突起が見えなかっ

たのだ。突然，私はカー杯底に引きずり込まれたのである。

その衝撃のために，後でわかったことだが，私は首の骨を折り，

脊髄が切断されていたのだった。その時，私の脳裏を洪水のように

よぎった思いは数多 く，その一つ一つを思い出すことはで き な い

が，ただ一つ今でも憶えているのは人は自分の死期がいよいよ迫る

と，ほんのつかの間に自分の一生を眼前に思い浮べるものだという

ことがわかったことである。そういう恐ろしい最後の瞬間を経験 し

たものだけが，理解 しうるであろう。

強い流れが，私を捉えて底の方へ引きずり込むと，私は突然それ

まで知っていた感覚は，今では記憶の中にだけしか存在 していない

ことに気付いた。首から下の私の体は，完全に麻痺 していたのであ

る。それは，まるで巨大な電気回路のスイッチが入れ られ私の体を

しびれさせたようであった。

私は危機に直面 している自分の立場というものを，序々に認識し

つつあった。底に打ちつけられたために，私の体は麻痺しており；

水面に泳ぎ出るために筋一つだに動かせぬ状態であった。この くら

いの年頃では，死に対する恐れやいかなる物に対する恐れをも持た

ずに生活するものである。若人というものは，生きるはずなんだと

信じ込んでいるのである。だが，私はその底で私の一生は１６才など

という若い時に終わりっこはないんだという気持ちから，ハ ッと目

がさまされた思いがした。

事態を打開しようと懸命になるが何も起らない。普通の泳法に従

って，手足を動かして泳．こうとしても，何 ら手応えがない。どんな

大きくて耐えられない程のもので も，私の体の感覚からは切り離さ

れてしまったのだ。私は自分が溺れる寸前であると悟った。

なすすべもなく流れに身を任せていると，自分の意識がもうろう
　

として来た。ひどい耳鳴りが段々激 しくなり，そしてまた小さくな

っていった。私は，何らなすすべ もなく，もはや死が目前に迫って

いるという事実に身を任せてしまったのである。すると突然，私の

体は水面に向かって浮かび始めた。ぼんやりとではあるが，私は陽

の光を見ることも，自分が引き上げられている感覚を味わうことも

できた。その日，私 と一緒に働いていた友達が，私を水中から引き

上げて くれたのだった。水中に沈んでいる間，呼吸をしようと激し

くもがいたために，正にはち切れんばかりであった肺が大気を一杯

に吸い込んだ時，自分は助かったんだという感 じが激 しく湧いてき

た。 ７人の友人が水に飛び込んで，私を水辺に．注意深 く引き上げ，

近 くのほこりっぽい道のまん中に横にしてくれた。

私は自分の体を見下した。確かに自分の体の一部ではあったが，

それが，感 じられなかった。現実のものではなかったのだ。私は，

心身共に，信 じら読ない程，疲労こんぱいしていたので，非常に苦

しい申からも，こんな状態はす ぐにでも終わってしまうことを期待

していたのである。ある意味では，終わ りのない悪夢が，始まった

ばかりだということも露知 らず……。

メイプル トンの救急車は，最上というわけではなかった。私はそ

の中に運び入れられたが，エンジンがかからなかったのだ。それが

かかるまで，車を押 してもらわなければならなかった。私は，他人

の不幸を知らせて鳴りたてるサイレンの音がいつ も嫌いであった。

だが，今度のサイレンは，自分の身に起 こった悲劇を知 らせている

のだ。そして，人がめったに出 くわさないような経験へ否応なしに

私を導いていたのだ。

病院の古い病棟へ送られるにつれて，廊下も暗くなっていった。

入口に札が見えた。 「重患病棟」という札であった。私は，自分の

回りに，いくらでも病院の音を聞 くことができた。酸素吸入室から

出るあえぐ音，種々の機械の電気音，危篤状態の人が，生き延びよ

うとしている声……。

医師が， レントゲンをとってみる．と，私の脊髄は，殆ど切断され

ており，首の部分は，第 ６頸骨と第 ７頸骨の問で，折れていたので

あった。彼らはその時，私が生涯歩けぬことになるとは言わずにい

た。ただ目下の関心事はその夜の峠を越 して私の生命を取 りとめる

ことだったのだ。彼らは，私を脊椎疾患用の特別仕立 の機 械に移

し，私の頸骨に小さく２ヵ所局部麻酔を施 し， ドリルで骨の第一層

まで届 く二つのきざみをつけ，頭骨と頸骨を押 さえつけた。 この状

態が，１３週間，続 くことになったのである。私の動かす ことのでき

るものと言えば，まばたきをすることくらいであった。そして，私

は自分の首が絶えず反対の方へ引っ張 られていると感ずることがで

きた。自分の生涯で，この時程無力感を味わいまた当惑 したことは

なかった。

この時に，私の父 と祖父が私の頭に手をおいて祝福を施して くれ

た。そして生涯で初めて，私は実際に神権の力を感ずることができ

た。安らかな，暖かい気持が私の心に入 り込み，価値感と希望 らし

いものが私の生涯に芽生えた。確かに，希望とは霊を高揚させる現

実の力であると言えるだろう。希望 と神の御霊があれば，人は行 く

手に立ちふさがる障害をも克服しうるのである，

時が経つと，私は折れた脊椎骨の接合のたあ手術を受けた。切開

部の治療がようやく終わり，私は神経機能がどの程度まで回復の望

みがあるかを見るため，毎 日その治療をした。最初は何 ら反応がな

かった。そして私は自分の腕がひどくしなびて しまったのを見て シ

ョックを受けた。私がつらい農作業を通 して鍛えあげた筋肉は，み

なだめになってしまったのだ。私たちは，全くの一から出直す ζ志

にした。

失望に満ちた作業が続いた。そんなある日，臨床医が残存 してい

る２頭筋に操作をしていた時，筋力のひきつ りが見えたのだ。 これ

はこの１５週の間に，私の腕に起きた最初の微候であった。私たちは

このひきつりに全力をあげて取り組み始めた。 １週間のうちに，こ

れは，第 ２のひきつりの原動力となった。 この小さな回復は希望の

源となった。正直に言って，これが神権め祝福の結果であったと感

じている。と言うのは，当然私は残 る全生涯を完全に体が麻痺 した

まま過 ごすはずであったのだから。

州知事とヒル空軍基地の軍の好意により，私は事後治療のために

カリフォルニア州パロアル トのスタンフォー ド医院センターへ飛行

機で輸送された。その晩，私は一人ぽっちと思 ったために，ひどく
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恐ろしかった。しかし，翌日にはあるワー ド部の監督がやって来て

自己紹介しカリフォルニアへ来たことを歓迎 して くれ，また私が回

復の努力を続けるよう励ましてくれた。

私たちは精力的に治療に取 りかかり，大方腕 と首と肩 に集 中 し

た。私はまだひじから下の手首や手は全然動かせないでいた。それ

で，私はスプーンが持てるよう特別の付属装置のついた添え木を体

につけていた。私は一かけらの粘土をつまんだ り，独力で ピーナツ

バターを食べようとすることから始めた。私は，ピーナツバターを

こぼすなんて夢にも思ってなかったが，結構呵回もやって しまった

のである。私は自分の口を見つけ出すのに大奮闘を・し，また，マッ

シュポテ トやその他いつでも食べようとするものは何でも，顔中一

杯にしてしまった。ひきつ りの方 と言えば，一つの動作ができるだ

けであった。腕を曲げることができたこと ．それだけだったので

ある。

私は子供の頃，油絵や製図や図画等，とにか く美術に関係 したも

のなら何にでも関心があったものだ。 しかし，今ではペンや絵筆を

持つ力さえ失 ってしまったのだ。才能は使わなければ発達せず進歩

が止まるという聖句が，心に浮かんできた。正にその状態が私に起

きたのであった。

そんなある日，私は座 って肩の運動力を強化するために砂をいじ

っていると，テーブル上の鉛筆に気付いたのである。 しばらくの間

私はふと夢見て鉛筆を取り上げて自分の名前を書 くというような単

純なことができたら，どんなに素晴 らしいだろうと老えた。 このこ

とから，どんな小さなことでもいかに大きな意味を持つかというこ

とを学んだのである。

私の要求に応じて，添え木工は，私が鉛筆をほぼ正常の状態で持

てるよう添え木用の小さい付属品を作って くれた。私は紙をじっと

見つめたが，始めるのが恐ろしかった。幼な児が初めてクレヨンを

手にするような気持であった。ところが，紙に鉛筆を付けた私が見

たものと言えば，自分の書いた意味のない走り書きでしかなかった

のである。私はアルファベ ットの基本文字さえ書けなかったのだ。

この時，障壁となったどうしようもない失望感について，更に詳

しく書 くことはやめよう。しかし， ３カ月間の治療の後，小 さな木

を１本描 くことに成功したのである。そして，自分の名前 も書ける

ようになった。これは，私にとって偉大な進歩であった。

家に帰ると，再度私は個人での勉強と広範な読書を一生懸命やろ

うと試みたが，私は自分がある大きな危機にのめり込 もうとしてい

ることに気がついた。その夏，教会に行こうとしたのだが，そうす

ることは苦 しい試練であった。私は，自分がまわりか ら見つめられ

ていると感 じたため，非常にささいな事にさえ自己防衛的になって

しまった。聖餐をいただくのに他人の手を借 りねばな らないのは屈

辱であった。人々に対する私の反応は偏執病的になり，私は，自分

が，何ら価値がなくまた罪な人間であるという気持を心の中に入 り

込ませてしまった。私は教会との接触を断ち始め，自分の家の裏の

自室に引きこもりがちになった。私が，孤独とゆううつの世界に引

き込まれたのはこの頃である。 ５．カ月というもの，私は自分 自身を

苦 しめ自分のやっと得た力を捨ててしまった。この頃の私には，不

具という言葉が，精神的にも肉体的にもあてはまったのである。．

私はするはずの祈りをも無視 し主の許しを疑った。私は，全面的

に気まず ぐなったわけではなかったが，希望だけは捨てまいとする
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無駄な試みをしていた。私は，今では，自分が こんな態度に陥った

のはキリス トの犠牲を顧りみなかったためであると知 っている。

秋が冬になり，部屋が暗 くなるにつれて私の心 も暗 くなっていっ

た。私は欲求不満と自分がこの世に来た最 も価値のない人間である

という気持に段々と陥っていった。

そんなある晩，母が入って来て私に来客がある旨を伝えた。部屋

に入って来た男の人は，背が高く，自信に満ちあふれていた 自

分の性格と全 く反対であった。彼は，自分が地方セ ミナ リーから来

たハウズ兄弟であると名乗った。つい最近，町に引っ越 して来たの

だが，彼は，私たちがまるで以前からの友であるかの如 く様々なこ

とを話した。その時は気付かなかったが，この男の人が私の福音に

戻る大きな動機の一つとなったのだ。

私は，彼がせいぜい訪問して くれても， １， ２回だろうと思 って

いた。 しかし，その疑念は思い過ごしであった。毎週，彼は聖典を

携えて来て，私の霊的な面の栄養補給を始めた。私にとって一番必

要なものであった。彼の助けを得て，私は再び勇気と希望のかげが

かすかに見え始める程に，自分を高め始めた。時が経つにつれ，私

は自分で聖書やモルモン経を読む程興味をもつようになった。そし

て私は初めて，祈りを通して自分の胸に確固としたものがあること

を理解 しはじめた。真理である。

このようなことを通して，人々は依然 として私に好意を示し続け

て くれたし，時の経過につれ私も段々と彼らを快く迎えるようにな

った。そんな友の一人は， トム ・ネルソンといった。彼はほとんど

毎日訪問して くれ，私たちは非常に親しくなった。これは皮肉であ

った。というのはこの事故の前私たちはいつもお互いにけんか腰で

あったし，めったに口をきくこともなかったからである。私は，彼

が今教会に非常に活発で喜んで神権と神殿の仕事を果 しているのを

見て心から喜んでいる。

私の信仰は，遅々とはしていたものの進歩 し続けた。そしてあ る

日，監督が入って来て，私に祭司定員会の書記をやって くれないか

と尋ねた。私はためらいつつも，もし監督が私にできるとお考えな

らやってみましょうと答えた。これもまた転機となった。私が前途

を大きく変えることができたのは，この定員会会員のおかげであっ

た。私は自分の伝道をやってはいなかったが，もしやり．たいものが

一つだけあるとすれば，それはこの伝道であった。 しかし，私は私

の友達が成長 して伝道に出て行 くのを見て心の中で彼 らと共に伝週

に赴いた。そして，彼 らが準備している時，彼 らと一体感を味わう

ことによって非常な満足を見い出 した。

私の境遇は，実際私にとって祝福であった。なぜなら私はそうで

はなければ無視していたであろうような，多くのことを学んだから

である。例えば私は，私たちが自分の分 さえ尽 くせば，主は確かに

約束を守られるということを学んだことである。私は美術をする力

を失いはしたが，主のためにこの能力を得，それが喜びの源である

ことがわかったのである。この事故は，私に人生に無料で与えられ

る美を充分楽 しむ時間を与えて くれた一 山々，日の入り等，私た

ちが時々当り前と思い込んでいるたくさんのものを。それは私に主

のみ手になる業を愛することを教えて くれた。主はその自然のパノ

ラマと絶えず増し続ける驚異のために，私の大好きな芸術家となっ

た。

私はまた忍耐を学んだ。誰もが持ち過ぎることのない価値ある性



質である。

恐 らく私の営んだ最も大切なことは，善い事は人生における逆境

から生 じうるということであり，私には逆境なしに霊的に成長する

ことはありえないことのように思えるのである。私は，ジョセブ・

ス ミスが， リバティーの獄に囚れの身になった時，彼に与えられた

忠告についてしばしば考える。 「わが子よ，汝心安かれ。汝の不幸

汝の困苦はただこれ束の間なり。然 り而 して，もし汝よくこれを耐

え忍ばば，神は汝を高きに挙げたまわん。か くして，汝あらゆる敵

そして，私たちを導 くために与えられた戒めを守って生活しさえす

れば，神権がさながら生ける水を出だす井戸の如く，約束通 り永遠

の生命へと向かって成長し続け，水をわき出し続けるであろうこと

を私は知っている。

私がただ一つ望むのは，私の話を読んで若い人々が自分の肉体を

感謝 し，それを清 く保つよう助けとして くれることである。肉体は

確かに神の宮居なのであるから。

私の話を，この短い詩で終ろう。私が 「障壁」と名付けた詩であ

る。

瀞

に勝つことを得ん。」（教義と聖約 １２１：７－ ８）

たとえ科学の奇跡が起きて，私に１６才の時の人生のや り直しがき

くことになったとしても，私はあえてしないであろう。私は，自分

が今までの人生で遭遇したすべての障壁に喜んで立ち向かうであろ

う。もしそれが，私がイエス ・キ リス トの福音に見い出したような

喜びと真理に再び導いて くれるなら，７年の問，喜んで車椅子を使

って不具者の生活に甘んじるであろう。私たちに希望がなくなった

り，悔い改めができぬと感 じたり，自分の状態が耐えがたい程の低

みにあると感 じる時はいつも，この救い主のみ言葉に勇気を見い出

しうるのである。

「「人の子』は一切 これ らのものの下に身を落したり。汝は彼より

大いなるか。」（教義 と聖約１２２：８）

私の人生が喜びの極みに達 したのは，私の２１才の誕生日に長老に

聖任されて，最近神殿で自分 自身のエンダウメン トを受けた時であ

る。福音は，今では以前に増 して，私に意味を持つものとなった。

人，肉の身で，不具になるといえど

霊の身にて，更に歩む

人，目しいとなるといえど

その魂は，霊の世界の事物を見ん

人，耳しいになるといえど

悔い改めを呼び求むキ リス トの声

さらに明らかに聞かん

人，齢長けるといえど

福音のうちに在りたる若 さを保たん

なお，友よ，か くの如き障壁

汝 らの身になしと言えば

汝 らの義の生活をおくらんとするものを

阻むもの，何があらんや
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日 本 東 伝 道 部

蓮〆

鵠講・

北 海 道 地 方 部

支 部 大 ム本

６月には札幌，旭川，室蘭支部と支部大会がつづき

ました。一つの特徴は北海道地方部に増えつつある伝

道所の会員にも最寄 りの支部から働きかけて，支部伝

道所が一体 となってこの支部大会を盛 り上げたことで

す。

札幌支部では日曜 日に １８０名 もの会員が集まり聖餐

会後， 「明日の札幌支部を語ろう」 というテーマのも

とに親睦会をかねた討論会が熱心に開かれました。

また， ６月１２日より旭川支部大会が始まり，その一

環 として６月１７日旭川支部Ｍ ＩＡ大会が開催され，６０

余名の会員達が集まり，この中には遠 く伝道所か ら７

名の姉妹の参加がありました。 この 日，参加予定の北

見，釧路各伝道所の会員達は残念なが ら出席できなか

ったが，開会の時に今村安孝旭川支部ＹＭＭ ＩＡ管理

会長の言葉の中に，内気な兄弟姉妹はヘンシーン （変

身） して積極的にプログラムに参加 して楽 しくすごし

て下さいとの事，この会に集 まった全ての老若男女が

ミュージカルにダンスに，合唱に， 演奏に， 奇 術 に

と，珍芸を交えてみごとな変身をみせ，ふんい気を盛

り上げていました。特に帯広伝道所の姉妹達による珍

説白雪姫はユーモアあふれ るもので，会場一杯に集ま

った兄弟姉妹達の笑いを誘 っていました。翌 日，土曜

日から来ていた帯広伝道所の会員も交えて朝 ８時よ り

ゼ ミが開かれ，続いて神権会， 日曜学校，聖餐会 と会

が進められ教会堂に集 う全ての会員の証を強めるもの

で した。

ユーモアあふれる自雪姫を演じる帯広伝道所の姉妹たち 舞台いっぱいに演技をくり広げる姉妹たち

３８２



若さあふれる西宮チャーチビルダーとブラウン監督，松本副監督

日本中央伝道部の更に一層の発展の為に支部礼拝堂の建築

は急務である。先 に京都支部の竣工 （３月末）を見，続いて

名古屋支部 （業者）西宮支部 （チャーチピルダー）の建築が

着工され，今秋 ９，ＩＯ弓頃竣工の予定である。会員たちの犠

牲はこの建築プログラムの推進力 となマている。伝道部内の

全ての支部会員の皆さん，全支部に礼拝堂建設の為に建築資

金の準備を しよう，主の勧告はつぎのとおりである。
「われ誠に汝 らに告 ぐ

，汝 ら一つの家を建つるはわが旨な

ド 秘 鞠晦 蜘

纏 醗

鶴購

当伝道部初の二階建の教会堂 （名古屋支部）

り。汝 らもしわが命令を守 らば， これを建つ る能 力を与え ら

るべ し」 （教義 と聖約９５：１１）

「正 しき業 を行 う者 はよき報いを得
，すなわ ちこの世 にあ

りては平和 を得，次 の世 にあ りて は永遠 の生命を得ん」 （教

義 と聖約５９：２３）

「……およそ
，働 く者 のその酬いを受 くるは当然なればな

り」（教義 と聖約 １０６：３）

躍進，成長 し続 ける

日本中央伝道部

明治の情緒の古き都市 倉 敷 に も伝 道 開始 ！

集会所も決まり会員の助けで清掃する宣教師

万博後の日本中央伝道部の伝道活動はめざましく改宗者は急増 している。更

に主の予言の通 りあらゆる人々に福音は宣べ伝えられようとしている。和歌山

（現独立支部）豊橋 （現独立支部）富山，福井についで岡山支部付属支部とし

て 「倉敷支部」が開設された。近い将来更に各都市に支部が開かれ，伝道部は

発展的に分割され地方部 も強化発展 してい くにちがいない。 これは，主のこと

ばであり主の業である。

「その日，イエス，キリス トを啓示するために彼 らの上に 注 が る る 『慰め

主」の施 したもうによりてこの能力を授けられたる者たちの口より，あらゆる

人々は己が国語 と己が言葉にて完全なる

倉
駁

倉敷支部 ：川西町 ６の ３

目上∠ 難

［１曝

福音を聞かん」 （教義 と聖約９０：１１）

日本中央伝道部の若 き神権者に告 ぐ／

この業の発展の為に伝道，宣教師として

働 く機会は今である。一切のこの世の業

をしばし捨てて主の業の発展のためにす

ばらしい機会を得よう。支部長はあなた

方 との面接を開始 している。
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新 管 理 膨皿 督 会

齢一〉

Ｈ ・バ ー ク ・ピ ー タ ー ソ ン

ボ ー ン ・ Ｊ ・ フ ェ ザ ー ス トー ン

ソル トレー クのタバ ナ クルで ４．月 ６日に開会 され た第 １４２回年次

総大会 において， ２名の新 しい十二使徒補助 と新管理監督会 が支持

され た。

十二使徒補助 に支持 されたのは，管理 監督 のジ ョン ・Ｈ ・バ ンデ

ンバ ーグ と彼 の第一副監督 ロバー ト・Ｌ ・シンプ ソンである。 この

結果十二使徒補助 は１５名 とな った。

新 しい管理監督 は１９６１年１０月以来，バ ンデ ンバー グ監督 の第二副

監督 を務 めてきた ビクター ・Ｌ ・ブ ラウンであ る。

ブラウン監督 の副監督 に指名 され たの はア リゾナ州 フエニ ックス

の十二使徒地 区代表， Ｈ ・バ ーク ・ピーター ソンとア イダホ州ボイ

ス北 ステーキ部のステーキ部長 ボーン ・Ｊ ・フェザー ス トー ンであ

る。 フェザース トー ン監督 は，前教会神権伝道委員会 の会員 であ っ

た。

バ ンデ ンバ ーグ長老 は新 しい教会 の施設部の支配 人 と しての責任

を受 けることにな り， この部 は現在 の教会建築 部，施設管理部，不

動産部を調整 す ることになる。

さ らにバ ンデ ンバ ーグ長老 は数 々の教会農場運 営の重責 を も負 わ

れ る。

シンプ ソン長老は十二使徒評議員 のマー ビン ・Ｊ ・アシュ トン長

老 を引継いで教会社 会事業部 の支配人 となる。 アシュ トン長老 は十

二使徒評議員のマ リオ ン ・Ｇ ・ロムニー長老に替 って この部のア ド

バ イザー とな る。

二 人の新 しい副監督 は経験豊か な教会指導者 であ るばか りでな く

その職業の分 野において も傑 出 した人物で ある。

ピー ターソン監督 は４８歳 で， ア リゾナ州， コロラ ド州，ユ タ州 に

あるアメ リカ工学株式会社 の有名 な技師で あ り経営者 で もあ る。

フェザ ース トー ン監督 は４１歳で，西部 スーパ ーマーケ ッ トチ ェー
　

ン， アルバ ー トソン会社 の生産販売役員で あ り，現在 は トレーニ ン

グマ ネー ジャーを している。
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ジ ョセ ブ ・フ ィー ル デ ン グ ・ス ミス 大 管 長 逝 去

第 １０代 大 管長 ジ ョセ ブ ・フ ィー ル デ イ グ ・ス ミ ス

・ラ ム ソ ン ・ス ミ ス の 息 子 と し て １８７６年 ７月 ！９日 に 生 れ ，

１９１０年 に ３３歳 で 使 徒 に 聖 任 さ れ ， １９７０年 １月 ２３日 に 大 管 長 と な っ た 。

７月 ２日 （日）午後 ９時２０分， ジ ョセ ブ ・フ ィールデ ィング ・ス

ミス大管長 は， ブル ース ・Ｒ ・マ ッコンキー長老宅 で逝去 された。

その時の模様 につ いて， マ ッコンキー長老は次の ように 語 っ て い

る。「大管長 は眠 るかの ごと く安 らかに逝去 され ま した。」事 実大管

長 はイエスが 「ラザ ロは眠 って いる」 と言われた眠 りにつかれたの

です。愛 す る妻 ジ ェシーが ほぼ１１ヵ月前に召 された時に座 っていた

同 じ椅子 に座 ったまま亡 くな られ ま した。

献身 と奉仕 と模範 の生涯 を送 られた， ス ミス大管長を失 った こと

は，誠 に残念 であ る。 しか し， Ｎ ・エル ドシ ・タナー副管長 は この

ように語 ってい る。 「ス ミス大管長 の死 は，悲 しみで はな く喜 びで

す。私 た ちは彼 の生涯 と彼 との交 わ りか ら有益な ものを得ま した。

しか も，私 たちは大管長が十分 に備 えて きた大 きな報いを受け られ

ることを知 ってい るのです 。」

ス ミス大管 長の葬儀 は ６日 （木） に行 なわれ，遺体 はソル トレー

ク市営墓地に安置 された。

ス ミス大管長は， ６代 目大管長 ジ ョセブ ・Ｆ ・ス ミスとジュ リナ

また予言者 ジ ョセブ ・ス ミスの兄ハイ ラム ・ス ミスの 孫 で あ る。

新 し い 大 管 長 会

ハ ロ ワレド ・Ｂ ・ リー

大 管 長

７月 ７日 （金）十二使徒評 議員会会長ハ ロル ド・Ｂ ・リー長老 は，按手聖任

を受け，第 １１代 目大管長 に按手任 命 された。 この聖任 は， ス ミス大管長の死後

教 会の管理権 を有す る こととな った十二使徒評議員会 の会合 の後 に執 り行なわ

れ た。 また， リー大管長 は第一副管長 にＮ ・エル ドン ・タナー長老を，第二副

管長 に十二使徒評議員会会員の マ リオ ン ・Ｇ ・ロムニー長老 をそれぞれ指名 し

た。十二使徒評議員会会長に は，スペ ンサ ー ・Ｗ ・キンボール長老が指名 され

た。

Ｎ ・エ ル ドン ・タ ナ ー

第 一 副管 長

マ リオ ン ・Ｇ ・ロム ニ ー

第 二 副 管 長

スペンサー・Ｗ・キンボール

十二使徒評議員会会長
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